
六
世
紀
の
ソ
グ
ド
系
響
銅

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
所
蔵
晶
の
調
査
か
ら

向廣岡

井川村

秀佑

介守典

六世紀のソグド系響銅（閾村・廣川・向井）

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
国
の
銅
器
と
そ
の
製
作
技
術
は
、
股
周
時
代
に
高
度
な
発
達
を
と
げ
た

の
ち
、
礼
器
と
し
て
の
利
用
が
衰
退
す
る
漢
代
以
後
は
、
大
き
な
進
歩
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
銅
容
器
は
、

出
土
数
が
い
ち
じ
る
し
く
少
な
く
、
考
古
学
の
研
究
を
進
め
る
だ
け
の
資
料

が
十
分
に
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
理
化
学
的
分

析
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
、
日
本
の
法
隆
寺
や
正
倉
院
に
は
「
白
銅
」
・
「
赤
銅
」
・
「
黄
銅

（
鍮
石
）
」
・
「
佐
波
理
」
と
い
う
各
種
の
合
金
を
用
い
た
銅
容
器
が
伝
世
さ

れ
て
い
る
。
と
く
に
正
倉
院
宝
物
に
か
ん
し
て
は
、
工
芸
史
や
理
化
学
か
ら

の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
〔
正
倉
院
事
務
所
編
一
九
七
六
／
成
瀬
正
和
一
九

八
九
な
ど
〕
、
日
本
考
古
学
に
お
い
て
も
そ
の
金
工
史
上
の
意
義
が
注
目
さ

れ
て
き
た
〔
小
林
行
雄
一
九
六
二
〕
。
こ
れ
を
う
け
て
近
年
で
は
法
隆
寺
献

納
宝
物
の
理
化
学
分
析
を
ふ
く
む
多
角
的
な
調
査
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
〔
毛
利
光
俊
彦
編
二
〇
〇
五
〕
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
中
国
か
ら
の
舶

載
晶
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
な
が
ら
も
、
中
国
に
お
け
る
研

究
が
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
起
源
と
日
本
へ

の
伝
来
に
つ
い
て
は
来
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
「
佐
波
理
“
の
源
流
と
な
っ
た
六
世
紀
の
中

国
響
銅
に
つ
い
て
、
近
年
、
わ
た
し
た
ち
が
進
め
て
い
る
中
国
と
の
共
同
調

査
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
考
古
学
と
蛍
光
X
線
分
析
の
両
面
か
ら
検
討
し
よ
う
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と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
分
析
デ
ー
タ
は
廣
川
、
図
面
は
向
井
が
作
成

し
、
三
人
の
討
議
を
へ
て
岡
村
が
ま
と
め
た
。

　
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
響
銅
の
和
訓
は
「
サ
ハ
リ
」
で
、
「
佐
波
理
」
や

「
砂
張
」
な
ど
の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
慣
例
に
し
た
が

い
、
正
倉
院
宝
物
な
ど
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
佐
波
理
」
と
表
記
す
る
。

一
　
響
　
銅
　
と
　
は

　
響
銅
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
叩
い
た
と
き
の
響
き
が
よ
い
銅
合
金

を
指
し
、
シ
ン
バ
ル
な
ど
の
打
楽
器
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
六
三

七
年
の
序
文
の
あ
る
宋
応
星
噛
天
工
開
物
』
巻
下
「
五
金
」
に
は
、

　
　
凡
そ
銅
の
世
の
用
に
供
す
る
は
、
山
よ
り
出
で
て
炉
に
出
だ
す
も
の
は

　
　
た
だ
赤
軍
あ
る
の
み
。
炉
菊
石
あ
る
い
は
倭
鉛
を
も
っ
て
参
和
す
る
に
、

　
　
色
転
じ
て
黄
銅
と
な
る
。
砒
霜
等
の
薬
を
制
萌
し
て
白
銅
と
な
し
、
碁

　
　
硝
等
の
薬
を
制
煉
し
て
青
銅
と
な
し
、
広
錫
を
参
和
し
て
響
銅
と
な
し
、

　
　
倭
心
を
和
写
し
て
鋳
銅
と
な
す
。
初
め
の
質
は
則
ち
一
味
の
紅
銅
の
み
。

と
あ
り
、
五
種
類
の
銅
合
金
の
う
ち
純
銅
に
錫
を
混
ぜ
た
の
が
「
響
銅
漏
に

な
る
と
い
う
。
「
広
物
」
は
、
当
時
、
全
國
の
八
割
の
シ
ェ
ア
を
も
っ
て
い

た
と
い
う
広
西
の
南
丹
・
河
池
二
州
の
錫
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
銅

と
錫
の
配
合
比
率
に
つ
い
て
は
、
同
篇
の
後
文
に
、

　
　
凡
そ
銅
を
用
い
て
造
る
響
器
は
、
山
よ
り
出
つ
る
広
錫
に
し
て
鉛
気
無

　
　
き
者
を
用
い
て
内
に
入
れ
る
な
り
。
鉦
（
今
の
名
は
錘
）
・
錫
（
今
の

　
　
名
は
銅
鼓
）
の
類
は
皆
な
紅
亡
八
斤
に
広
三
二
斤
を
入
れ
、
鏡
・
欽
に

　
　
は
銅
と
錫
と
に
更
に
精
煉
を
加
え
る
な
り
。

と
あ
り
、
打
楽
器
の
鉦
（
銅
鎌
）
や
錫
（
銅
鼓
）
の
鋳
造
で
は
、
鉛
を
ふ
く

ま
な
い
良
質
の
錫
を
用
い
て
銅
と
錫
の
比
を
八
対
二
画
面
、
仏
具
と
し
て
用

い
る
饒
や
鋏
で
は
い
つ
そ
う
精
錬
し
た
銅
と
錫
を
用
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

同
書
巻
中
「
錘
鍛
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
響
器
は
鍛
造
に
よ
っ
て
つ
く
る
が
、

種
類
に
よ
っ
て
鍛
造
の
仕
方
が
異
な
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
藪
内
清
〔
｝
九
七
二
〕
の
複
製
し
た
明
和
八
年
遅
一
七
七
～
）
の
和
刻
本

『
天
工
開
物
臨
に
は
、
こ
の
「
響
銅
」
に
「
サ
ハ
リ
」
、
「
響
器
」
に
「
ナ
リ

モ
ノ
」
と
い
う
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
面
輔
合
金
の
「
響

銅
」
が
和
語
の
「
佐
波
理
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
響
銅
」
の
語
は
明
代
以
後
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
前
に
は
「
紗
鋸
」
が

通
用
し
て
い
た
。
九
三
〇
年
代
に
源
順
が
編
纂
し
た
『
和
名
類
聚
抄
騙
に
は

「
紗
鐸
、
『
唐
韻
』
に
云
う
、
紗
鎌
、
鋼
器
な
り
、
と
。
」
と
あ
り
、
そ
の
本

訴
（
後
述
の
狩
谷
権
斎
の
校
本
に
よ
る
）
に
、

　
　
沙
羅
の
二
音
は
、
俗
に
沙
不
良
と
云
う
。
今
、
或
る
ひ
と
の
説
を
案
ず

　
　
る
に
、
新
羅
金
椀
は
新
羅
国
に
出
づ
、
後
人
、
新
を
説
し
て
雑
と
な
す

　
　
故
に
雑
羅
と
云
う
も
、
是
の
説
は
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。

と
あ
る
。
「
紗
鐸
／
沙
羅
」
は
「
沙
不
良
」
と
も
呼
ば
れ
、
新
羅
の
器
と
い
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う
説
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
紗
鐸
」
は
宋
代
に
外
国
使
の
辞
儀

と
し
て
頻
出
す
る
。
た
と
え
ば
遼
使
に
「
銀
紗
鋸
・
唾
孟
」
（
『
萢
太
史
集
騙

巻
二
九
）
、
金
使
に
「
褥
被
・
金
沙
辮
」
（
『
宋
史
』
礼
志
ニ
ニ
）
、
西
夏
使
に

「
銀
沙
鐸
・
盆
」
（
『
宋
史
』
夏
国
伝
上
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形

や
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
無
主
道
忠
欄
禅
林
象
器
箋
』

唄
器
門
（
一
七
一
五
年
）
は
、
「
不
妊
」
の
語
に
つ
い
て
明
末
の
張
自
烈

『
正
字
通
匝
巻
一
一
を
引
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
鐵
、
郎
何
の
切
、
音
は
羅
な
り
。
銅
を
築
い
て
之
を
為
る
。
形
は
孟
の

　
　
如
し
。
得
な
る
者
は
声
揚
り
、
小
な
る
者
は
声
殺
ぐ
。
『
楽
書
隔
に
銅

　
　
鋸
あ
り
。
後
事
の
宣
武
よ
り
以
後
、
胡
音
を
好
み
、
銅
銀
・
沙
羅
あ
り
。

　
　
沙
羅
は
即
ち
面
立
な
り
。
『
六
書
故
臨
に
は
「
今
の
落
馬
な
り
。
軍
旅

　
　
に
用
い
る
者
な
り
。
亦
た
以
て
盟
盆
と
為
す
」
と
日
う
。
按
ず
る
に
、

　
　
鋸
は
独
り
軍
行
に
之
を
用
い
る
の
み
に
非
ず
、
盛
に
も
鐸
を
用
い
る
な

　
　
り
。

す
な
わ
ち
、
懲
紗
（
沙
）
鋸
」
は
鍛
造
で
つ
く
っ
た
孟
（
銃
）
形
の
銅
鑛
で

あ
り
、
軍
鐘
や
盛
盆
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
打
楽
器
と
し

て
は
、
『
女
史
臨
蛮
夷
伝
に
西
南
夷
の
風
俗
と
し
て
「
病
疾
に
は
医
薬
な
く
、

但
だ
銅
鼓
と
銅
沙
鎌
を
撃
ち
、
以
て
神
を
祀
る
の
み
」
と
あ
る
。
そ
れ
以
前

は
史
料
が
少
な
い
が
、
『
通
典
』
巻
～
四
二
「
楽
二
」
に
、

　
　
（
北
魏
の
）
宣
武
よ
り
以
後
、
始
め
て
胡
声
を
愛
す
。
遷
都
に
お
よ
び
、

　
　
屈
茨
琵
琶
・
五
絃
・
笙
篠
・
胡
笠
・
胡
鼓
・
銅
銭
・
打
沙
羅
あ
り
、

　
　
胡
舞
あ
り
…
Q

と
あ
る
「
打
沙
羅
」
は
、
「
銅
銀
扁
と
並
び
用
い
ら
れ
た
銅
製
の
打
楽
器
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
く
に
北
魏
平
城
の
雲
叢
石
窟
に
は
、
西
域
起
源
の
さ

ま
ざ
ま
な
楽
器
を
手
に
し
た
楽
人
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
『
通
典
』
の
記

す
よ
う
に
、
北
角
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
西
域
の
打
楽
器
な
ど
が
中
国
で
も

て
は
や
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
『
天
工
開
物
』
の
著
さ
れ
た
～
七
世
紀
に
な
る
と
、
中
国
で
は

銅
容
器
の
「
紗
鍛
」
は
し
だ
い
に
消
失
し
、
打
楽
器
に
は
銅
器
合
金
を
あ
ら

わ
す
「
響
銅
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
「
鋤
鎌
」
の
意

味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
日
本
の
「
佐
波
理
扁
に
相
当
す

る
と
考
え
た
の
が
狩
谷
披
斎
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
騙
（
一
八
二
七
年
）
巻
四

「
器
皿
部
扁
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
証
す
る
。

　
　
今
、
胡
の
銅
器
を
佐
波
利
と
呼
ぶ
者
あ
る
は
、
相
伝
え
る
に
南
蛮
よ
り

出
つ
る
、
と
。
佐
波
利
は
蓋
し
沙
不
良
の
転
に
し
て
、
沙
不
良
は
即
ち

沙
羅
の
説
な
り
。
又
た
朝
鮮
佐
波
利
あ
り
、
所
謂
る
新
羅
金
椀
は
蓋
し

是
れ
な
り
。
…
…
（
『
唐
韻
歴
に
「
紗
鐸
、
銅
器
也
」
と
あ
る
は
）
『
広

韻
』
に
同
じ
。
唯
だ
「
紗
」
は
「
鍛
」
に
作
る
。
鞍
ず
る
に
、
沙
羅

は
本
と
胡
語
に
し
て
、
後
に
金
に
従
い
、
沙
声
に
従
い
、
「
鍛
」
に
作

る
。
…
…
清
の
姜
震
英
の
『
湛
園
札
記
騙
に
云
う
、
紗
鐸
、
吾
が
郷
に
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銅
面
盆
を
名
づ
け
て
砂
鐸
と
な
す
、
と
。

八
世
紀
に
成
立
し
た
欄
余
韻
』
に
は
「
妙
想
〕
と
い
う
銅
器
が
あ
り
、
も
と

は
客
語
に
由
来
し
、
そ
の
門
沙
羅
」
と
い
う
音
が
日
本
で
「
沙
不
良
」
、
そ

し
て
門
佐
波
利
」
に
転
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
江
戸
時
代
に
「
朝
鮮
佐
波
利
」
が
有
名
で
、
現
代
朝
鮮
語
に

は
食
器
を
示
す
サ
パ
ル
（
沙
鉢
沼
σ
巴
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
が
「
佐
波
理
」
の
語
源
に
な
っ
た
と
考
え
る
説
〔
中
野
政
樹
～
九
五
九
／

鈴
木
靖
民
一
九
七
七
〕
が
い
ま
通
用
し
て
い
る
が
、
狩
谷
毒
素
の
論
じ
た
よ

う
に
、
む
し
ろ
胡
語
の
音
訳
「
紗
鑑
（
沙
羅
）
」
が
朝
鮮
語
や
和
語
に
転
芳

し
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
林
謙
三
〔
一
九
六
八
〕
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
㌣
巴
軽
く
艶
聖
断
が
「
砂
鐸
」
の
語
源
と
な
っ
た
と
考
え
、
東
野
治
之

〔一

續
ｪ
八
〕
は
「
黄
色
く
あ
る
」
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
の
動
詞
「
サ
フ
ル

ω
鼠
丘
が
黄
結
い
銅
を
あ
ら
わ
す
語
と
な
り
、
「
砂
鐸
」
の
字
が
あ
て
ら
れ

た
と
推
測
し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
響
銅
は
四
世
紀
の
中
国
に
出
現
し
、

六
世
紀
に
は
相
当
の
発
達
を
み
て
い
る
か
ら
、
仏
具
と
し
て
用
い
る
銅
器
の

伝
来
に
と
も
な
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
「
妙
鐸
偏
に
転
記
し
た
蓋
然
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
な
お
専
家
の
検
討
を
ま

つ
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
い
っ
ぽ
う
、
現
代
に
お
け
る
響
銅
器
の
考
古
学
・
理
化
学
的
研
究
に
か
ん

し
て
み
る
と
、
新
中
国
に
お
い
て
、
古
代
の
銅
器
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
響
銅
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
四
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
の
広
州
市
熱
論
獅
帯
醐
五
号

墓
か
ら
出
土
し
た
立
直
は
、
銅
六
五
～
六
九
％
、
三
三
　
～
三
四
％
と
い
う

例
の
な
い
高
錫
の
合
金
組
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
舶
載
品
と
推
測
さ
れ
た
も

の
の
m
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
一
九
九
六
〕
、
そ
れ
以
上
に
議
論
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
、
広
西
博
自
県
に
お
け
る
響
銅
器
製
作
の
民

俗
例
に
つ
い
て
冶
金
学
の
孫
淑
雲
ら
〔
一
九
九
一
〕
が
調
査
し
た
概
要
報
告

が
管
見
に
お
よ
ん
だ
く
ら
い
で
あ
る
。
孫
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
製
作
さ
れ

た
響
銅
の
打
楽
器
は
、
錫
二
三
％
の
銅
器
合
金
で
、
熱
間
鍛
造
を
繰
り
返
し

て
成
形
し
、
焼
き
入
れ
を
し
た
の
ち
冷
間
鍛
造
に
よ
っ
て
調
音
す
る
、
と
い

う
『
天
工
開
物
臨
と
同
様
の
製
作
工
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
冶
金
学
や
技
術

史
の
研
究
と
し
て
興
味
深
い
が
〔
華
三
明
一
九
九
九
〕
、
そ
の
成
果
が
考
古

学
に
お
い
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
依
然
と
し
て
響
銅
は
ふ
つ
う
の
青

銅
器
と
同
じ
よ
う
な
あ
つ
か
い
を
う
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
な
か
で
中
国
の
中
世
に
響
銅
が
存
在
す
る
こ
と
を
は
じ
め
て
明
ら
か

に
し
た
の
が
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
の
中
野
徹
ら
で
あ
る
。
中
野
ら

は
日
本
に
所
蔵
さ
れ
る
中
国
響
銅
一
五
〇
点
ほ
ど
を
～
堂
に
集
め
た
特
別
展

『
中
国
の
響
銅
－
瀧
櫨
挽
き
の
青
鋼
器
』
（
以
下
、
〈
図
録
〉
と
略
し
、
作

品
の
図
版
番
号
を
並
記
す
る
）
を
同
調
で
開
催
し
〔
橋
詰
文
之
一
九
九
九

a
〕
、
肉
眼
観
察
に
も
と
づ
い
た
響
銅
の
定
義
、
輕
纏
挽
き
を
主
と
す
る
技
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法
の
特
徴
、
作
品
の
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
響
銅
は
ロ
ー
マ
時

代
に
は
じ
ま
り
、
南
北
朝
時
代
に
西
域
か
ら
中
国
に
伝
わ
っ
た
と
結
論
づ
け

た
〔
中
野
徹
一
九
九
七
／
二
〇
〇
〇
／
二
〇
〇
こ
。
と
り
わ
け
、
打
楽
器

よ
り
も
容
器
類
を
中
心
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
に

工
芸
史
上
の
謎
で
あ
る
正
倉
院
「
佐
波
理
」
の
源
流
を
中
国
に
探
ろ
う
と
す

る
意
図
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
響
銅
の
定
義
に
つ
い
て
中
野
〔
二
〇
〇
〇
・
一
八
三
買
〕
は
「
蝋
型
鋳
造

と
聖
母
加
工
に
よ
っ
て
製
作
す
る
西
方
的
な
青
銅
器
」
と
す
る
。
た
だ
し
、

蝋
型
鋳
造
か
否
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
中
野
〔
二
〇
〇
一
・

五
五
買
〕
は
響
鋼
の
す
べ
て
を
蝋
型
鋳
造
と
み
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

実
際
、
響
銅
の
判
別
に
あ
た
っ
て
は
、
轄
轍
で
削
っ
た
条
痕
や
凹
線
紋
が
器

壁
に
認
め
ら
れ
、
器
壁
を
叩
い
た
と
き
の
響
き
が
よ
い
、
と
い
っ
た
特
微
か

ら
、
経
験
的
に
弁
別
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
正
倉
院
の
銅
匙
は
、
金
体

を
平
ら
な
形
で
鋳
造
し
た
の
ち
、
鍛
造
に
よ
っ
て
柄
と
ヒ
面
の
角
度
や
ヒ
面

の
曲
面
を
造
作
し
た
と
さ
れ
る
か
ら
〔
橋
詰
文
之
一
九
九
九
b
〕
、
鍛
造
に

よ
る
加
工
も
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
む
し
ろ
『
天
工
開
蟹
騙
や
民
俗

例
の
響
銅
楽
器
は
、
い
ず
れ
も
鍛
造
に
よ
っ
て
成
形
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の

こ
ろ
響
銅
（
紗
鐡
）
容
器
の
消
滅
に
と
も
な
っ
て
韓
輯
挽
き
の
手
法
は
用
い

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
い
っ
ぽ
う
、
正
倉
院
「
佐
波
理
」
の
理
化
学
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
非
破

壊
に
よ
る
蛍
光
X
線
分
析
法
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
進
歩
し

た
。
「
佐
波
理
」
皿
一
四
〇
口
に
つ
い
て
成
瀬
正
和
〔
～
九
八
九
〕
は
、
標

準
的
な
化
学
組
成
は
銅
二
八
○
％
、
錫
約
二
〇
％
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
南

倉
四
五
「
佐
波
理
」
銅
匙
第
六
・
第
八
号
の
計
四
〇
枚
も
、
銅
鉱
○
％
弱
、

錫
二
〇
％
強
で
あ
る
〔
木
村
法
光
ほ
か
一
九
九
二
〕
。
も
っ
と
も
石
倉
四
六

「
佐
波
理
し
皿
第
二
四
号
の
一
〇
口
を
み
る
と
、
銅
七
五
～
七
七
％
、
錫
一

九
～
二
二
％
、
鉛
二
～
王
％
と
い
う
錫
の
多
い
一
群
と
、
銅
八
一
～
八
五
％
、

錫
一
〇
～
＝
％
、
鉛
四
～
五
％
と
い
う
錫
の
少
な
い
一
群
と
に
分
か
れ
る

と
い
う
〔
成
瀬
正
和
ほ
か
一
九
九
六
〕
。
近
年
で
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
分

析
が
進
め
ら
れ
、
「
佐
波
理
」
の
1
群
A
は
銅
に
二
〇
％
前
後
の
錫
を
ふ
く

み
、
ほ
か
の
不
純
物
が
少
な
い
六
～
七
世
紀
の
も
の
、
工
群
B
は
錫
が
減
少

す
る
か
わ
り
に
鉛
が
増
加
し
、
砒
素
を
多
く
ふ
く
む
八
世
紀
の
も
の
、
中
世

に
下
る
∬
群
は
錫
が
数
％
ま
で
減
少
し
、
か
わ
り
に
鉛
が
一
〇
％
を
こ
え
る

も
の
も
出
現
す
る
、
と
い
っ
た
変
遷
が
み
ら
れ
る
と
い
う
〔
村
上
隆
一
　
○
〇

五
〕
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
の
標
準
的
な
「
佐
波
理
」
は
『
天
工
開
物
睡
の

「
響
銅
扁
と
同
じ
よ
う
に
、
銅
八
○
％
前
後
、
三
二
〇
％
前
後
の
銅
錫
二
元

系
合
金
で
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
錫
が
減
少
す
る
か
わ
り
に
鉛
が
増
加
し
、

不
純
物
を
ふ
く
む
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。

　
こ
こ
数
年
来
の
新
し
い
動
向
と
し
て
、
響
銅
を
門
与
奪
青
銅
器
」
と
呼
び
、

熱
処
理
を
加
え
た
そ
の
製
作
技
術
を
韓
国
m
長
柄
毅
～
ほ
か
編
二
〇
一
〇
〕
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や
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
〔
三
船
温
尚
ほ
か
編
二
〇
一
〇
〕
の
民
俗
例
か
ら

解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
日
本
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
も

江
蘇
省
国
会
銅
山
銀
雪
山
寺
讐
蔵
か
ら
出
土
し
た
北
宋
代
の
響
銅
楽
器
三
点

に
つ
い
て
理
化
学
的
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
た
〔
何
堂
坤
ほ
か
二
〇
〇
九
〕
。

そ
の
成
分
は
い
ず
れ
も
銅
八
○
％
前
後
、
錫
～
七
％
前
後
の
煙
嵐
合
金
で
あ

り
、
金
属
組
織
の
分
析
に
よ
っ
て
熱
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
燭
天
工
開
物
睡
の
響
銅
技
術
が
北
聖
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

二
　
調
査
の
経
緯

　
前
章
に
み
た
よ
う
に
、
最
近
の
日
本
で
は
響
銅
の
理
化
学
的
な
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
正
倉
院
「
佐
波
理
」
の
源
流
や
そ
の
歴
史
的
な
研

究
は
、
中
野
徹
ら
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
そ
の
解
明
の
た
め
に
は
、
如
上
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
中
国
響
銅

の
出
現
し
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
確
か
な
出
土
品
に
つ
い
て
多
角
的
に
調
査

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
は
「
中
国
の
初
期
仏
教
寺
院

と
そ
の
源
流
に
か
ん
す
る
考
古
学
的
研
究
」
を
課
題
と
す
る
日
本
学
術
振
興

会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
代
表
者
　
岡
村
秀
典
）
に
お
い
て
、
中
国
出

土
響
銅
の
考
古
学
・
理
化
学
的
調
査
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
二
〇
〇
九
～
一
〇
年
に
河
北
省
三
州
市
の
北
糞
石
函
出
土
文
物
を

河
北
省
文
物
研
究
所
と
共
同
調
査
し
た
〔
韓
立
森
ほ
か
二
〇
一
一
〕
。
石
函

に
は
孝
文
帝
が
太
和
五
年
（
四
入
一
）
に
五
重
仏
塔
を
造
営
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
、
サ
ー
サ
ー
ン
銀
貨
四
一
枚
を
は
じ
め
金
・
銀
・
銅
・
ガ
ラ
ス
器
な
ど

が
石
函
内
に
舎
利
荘
厳
具
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
泉
屋
博
古

館
が
携
帯
用
の
蛍
光
X
線
分
析
装
置
を
購
入
し
、
廣
川
守
を
中
心
に
古
銅
器

の
分
析
を
は
じ
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
考
古
学
か
ら
の

検
討
に
あ
わ
せ
て
理
化
学
的
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

石
函
内
か
ら
出
土
し
た
各
種
の
銅
器
の
う
ち
、
嘗
胆
・
技
法
・
成
分
か
ら
み

て
銅
鏡
一
点
と
銅
匙
三
点
を
響
銅
と
判
定
し
た
。
い
ず
れ
も
表
面
が
銃
に
厚

く
覆
わ
れ
、
地
金
成
分
の
正
確
な
測
定
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
銅
鏡
は

銅
九
瓢
％
あ
ま
り
、
錫
七
％
前
後
、
鉛
を
ほ
と
ん
ど
ふ
く
ま
な
い
鋼
錫
二
元

埋
合
金
で
、
銅
匙
は
銅
四
五
～
七
〇
％
、
錫
～
八
～
三
七
％
、
鉛
五
～
＝
二

％
と
い
う
錫
の
多
い
三
元
系
合
金
で
あ
る
。
こ
れ
が
中
国
の
出
土
品
で
は
じ

め
て
確
認
さ
れ
た
南
北
朝
時
代
の
響
銅
で
あ
る
。

　
二
〇
一
〇
年
に
は
、
江
蘇
省
句
容
市
の
宋
・
元
嘉
一
六
年
（
四
三
九
）
墓

と
同
省
江
都
市
大
橋
害
蔵
の
調
査
報
告
が
明
東
南
文
化
騙
誌
上
に
相
つ
い
で

発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
器
形
か
ら
初
期
の
響
銅
と
推
測
で
き
る
銅
器
が
多
数

ふ
く
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
二
〇
一
一
年
強
月
に
南
京
大

学
文
化
与
自
然
遺
産
研
究
所
と
共
同
で
こ
の
二
か
所
か
ら
出
土
し
た
銅
器
群

を
調
査
し
た
〔
賀
雲
翻
ほ
か
二
〇
一
こ
。
器
形
・
技
法
・
成
分
を
み
る
と
、
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元
嘉
一
六
年
墓
の
例
は
、
鏡
・
托
・
匙
と
三
足
硯
の
計
＝
点
が
響
銅
で
あ

り
、
地
盤
三
足
炉
・
錐
斗
・
鏡
の
計
四
点
が
伝
統
的
な
ふ
つ
う
の
青
銅
器
で

あ
る
こ
と
、
六
世
紀
中
ご
ろ
の
大
橋
轡
蔵
例
は
、
圏
足
銃
・
鉢
・
高
足
杯
・

轟
音
付
き
杯
・
高
足
盤
・
平
盤
・
罐
・
露
出
の
計
四
一
点
が
響
銅
で
あ
り
、

錐
斗
と
慰
斗
の
計
六
点
が
ふ
つ
う
の
青
銅
器
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
二
か
所
か
ら
出
土
し
た
銅
器
は
、
飲
食
器
が
響
銅
で
あ
り
、

炉
・
錐
斗
・
婁
斗
と
い
う
火
器
は
伝
統
的
な
銅
合
金
の
組
成
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
響
銅
の
成
分
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
錫
を
二
〇
％
以
上
ふ
く
む
が
、

元
嘉
一
六
年
墓
の
響
銅
は
す
べ
て
鉛
を
ふ
く
む
三
元
系
合
金
で
あ
る
の
に
た

い
し
て
、
大
橋
讐
蔵
の
響
銅
は
素
食
を
の
ぞ
く
四
〇
点
が
鉛
を
ほ
と
ん
ど
ふ

く
ま
な
い
銅
錫
の
二
元
系
合
金
で
あ
っ
た
。
定
州
石
函
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、

五
～
六
世
紀
の
響
銅
に
は
二
元
系
合
金
と
三
元
系
合
金
の
二
種
が
並
存
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
橋
讐
蔵
か
ら
出
土
し
た
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
状
の
高
足
杯
は
、
杯
部

の
内
外
面
に
獣
紋
や
蓮
華
紋
・
波
浪
紋
・
縄
索
紋
を
タ
ガ
ネ
彫
り
し
て
お
り
、

な
か
で
も
内
底
の
鹿
紋
は
聖
代
ソ
グ
ド
系
銀
器
の
図
像
表
現
に
近
似
し
て
い

た
。
後
述
の
よ
う
に
、
中
国
の
飲
酒
器
に
お
い
て
、
新
石
器
時
代
に
陶
製
の

高
足
杯
が
流
行
し
た
も
の
の
、
漢
代
に
は
耳
杯
や
コ
ッ
プ
形
の
危
が
主
で
、

高
足
杯
が
ふ
た
た
び
盛
行
す
る
の
は
ソ
グ
ド
系
金
銀
器
が
流
入
す
る
八
世
紀

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
元
系
合
金
と
い
う
新
し
い
響
銅
技
術
、

高
足
杯
と
い
う
新
し
い
酒
器
、
そ
の
器
面
に
刻
ま
れ
た
西
域
風
の
紋
様
、
こ

れ
ら
が
ソ
グ
ド
系
金
銀
器
に
先
行
し
て
六
世
紀
中
ご
ろ
の
南
朝
に
存
在
し
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
は
中
国
響
銅
研
究
の
原
点
と
い
う
べ
き
和
泉
市
久

保
惣
記
念
美
術
館
を
訪
ね
、
類
似
の
刻
紋
を
も
つ
胡
人
獣
紋
杯
、
お
よ
び
そ

れ
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
六
点
の
響
銅
に
つ
い
て
、
考
古
学
と
理
化
学
の
両
面
か

ら
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
す
べ
て
〈
図
録
〉
所
収
の
響
銅
で
、
出

土
地
は
不
明
で
あ
る
。
調
査
は
二
〇
一
［
年
八
月
九
日
に
廣
川
が
蛍
光
X
線

分
析
、
向
井
が
実
測
、
岡
村
が
写
真
撮
影
を
担
当
し
て
実
施
し
た
。
測
定
機

器
は
中
国
調
査
で
用
い
た
の
と
同
じ
米
国
H
三
鷹
○
＜
－
×
社
製
携
帯
型
自

b。

n
O
O
（
管
電
圧
四
〇
卿
、
管
電
流
六
昂
、
X
線
照
射
直
径
六
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
）
で
、
機
器
を
三
脚
で
固
定
し
て
試
料
と
の
耳
管
を
一
ミ
リ
以
下
に
保
ち
、

一
測
点
に
つ
き
＝
～
○
秒
間
測
定
し
た
。
定
量
値
は
機
器
メ
ー
カ
ー
作
成
の

F
P
M
（
男
¢
資
住
鋤
ヨ
Φ
】
P
け
帥
一
　
℃
曽
民
9
ρ
b
P
①
け
Φ
民
　
竃
①
ユ
P
O
α
）
自
動
定
星
計
算
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
数
値
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
重
量
％
で
表
示
し
た
。

　
た
だ
し
、
デ
ー
タ
に
か
ん
し
て
、
い
く
つ
か
の
留
意
点
が
あ
る
。
第
一
に
、

す
べ
て
の
銅
器
は
表
面
が
銃
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
合
金
成
分
に
変
化
が
生
じ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
で
き
る
だ
け
錺
が
薄
い
部
位
や
地
金
の
露
出
し
て

い
る
部
位
を
測
定
し
、
一
つ
の
銅
器
に
つ
き
二
か
所
以
上
測
定
し
て
相
互
に

比
較
し
た
も
の
の
、
非
破
壊
分
析
で
は
あ
く
ま
で
も
参
考
値
に
す
ぎ
な
い
こ
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と
を
断
っ
て
お
く
。
第
二
に
、
本
機
器
の
検
出
可
能
光
素
は
原
子
番
号
一
五

の
リ
ン
（
P
）
以
上
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
硅
素
（
鋭
）
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

（
I
A
）
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
㎏
）
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
酷
）
な
ど
は
測
定
で
き
な

い
。
第
三
に
、
定
量
精
度
に
つ
い
て
は
、
銅
（
U
C
）
、
錫
（
翫
）
、
鉛
（
恥
）

に
つ
い
て
標
準
試
料
を
用
い
た
定
量
性
評
価
試
験
を
実
施
し
て
い
る
が
（
定

最
数
値
は
、
銅
に
関
し
て
化
学
分
析
値
よ
り
も
若
干
高
い
値
と
な
り
、
逆
に

錫
の
数
値
は
化
学
分
析
値
よ
り
も
若
干
低
い
値
と
な
る
傾
向
が
あ
る
）
、
鉄

（
e
F
）
、
砒
素
（
飴
）
に
つ
い
て
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
本
測
定
で
は
、

の
ち
に
報
告
す
る
よ
う
に
、
こ
の
二
元
素
が
一
定
量
ふ
く
ま
れ
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
自
動
定
量
計
算
シ
ス
テ
ム
の
定
量
数
値
を
そ
の
ま
ま
表
示
し
、
標

準
試
料
に
よ
る
数
値
更
正
は
し
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
た

め
、
定
量
表
に
お
い
て
○
・
五
％
未
満
の
微
量
を
検
出
し
た
も
の
は
数
値
で

は
な
く
○
を
、
未
検
出
の
も
の
は
×
を
示
し
た
。

三
　
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
所
蔵
の
響
銅

（
1
）
胡
人
獣
紋
杯
（
図
1
一
雀
）

　
杯
は
半
球
形
の
腹
部
か
ら
雨
縁
が
外
に
開
く
碗
形
を
呈
し
、
裾
の
ひ
ろ
が

る
圏
足
が
つ
く
。
三
部
の
器
壁
は
ニ
ミ
リ
ほ
ど
の
均
等
な
薄
さ
で
、
圏
足
は

接
地
部
で
四
ミ
リ
ほ
ど
の
厚
み
を
も
つ
。
杯
の
口
径
に
比
べ
て
自
足
が
小
さ

め
だ
が
、
圏
足
の
厚
み
で
重
心
が
下
方
に
あ
り
、
安
定
し
て
い
る
。
早
く
に

破
損
し
て
い
た
ら
し
く
、
杯
の
口
縁
部
は
ゆ
が
み
、
口
頸
部
を
部
分
的
に
補

修
し
て
い
る
。
全
体
の
形
と
大
き
さ
は
大
橋
窩
蔵
の
圏
外
鏡
2
（
O
↓
卜
。
N
c
。
）

に
近
い
が
、
酒
杯
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
〈
図
録
＞

40

ﾌ
命
名
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
読
書
＝
・
九
～
一
二
・
八
、
圏
響
岩
五
・
二
、

杯
の
深
さ
六
・
入
、
通
高
九
・
一
セ
ン
チ
、
重
さ
四
二
九
グ
ラ
ム
。

　
地
金
は
黄
魚
が
か
っ
た
水
銀
色
を
呈
し
、
口
頸
部
に
は
平
滑
で
薄
い
黒
門

銃
が
あ
り
、
随
所
に
砂
混
じ
り
の
緑
色
銃
が
斑
紋
状
に
隆
起
す
る
。
蛍
光
X

線
分
析
の
結
果
は
表
1
・
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
金
の
部
分
と
黒
色
錺

の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
銅
（
U
C
）
八
○
％
、
錫
（
翫
）
二
〇
％
弱
で
、
大
橋

窓
蔵
例
と
同
じ
典
型
的
な
昏
絶
二
元
系
合
金
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
緑

亀
銃
の
混
じ
る
部
分
で
は
五
％
以
下
の
鉛
（
％
）
を
検
出
し
た
が
、
地
金
に

は
ほ
と
ん
ど
鉛
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
は
土
中
の
付
着
物
に
由

来
す
る
も
の
か
、
出
土
後
の
付
け
錺
に
由
来
す
る
も
の
か
の
い
ず
れ
か
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
器
本
来
の
素
材
と
考
え
ら
れ
る
微
量
成
分
は
、
ご
く

わ
ず
か
な
砒
素
（
S
A
）
の
み
で
あ
る
。
微
量
の
砒
素
を
ふ
く
む
特
徴
も
大
橋

轡
蔵
例
と
共
通
す
る
。

　
製
作
痕
に
つ
い
て
は
〈
図
録
〉
に
詳
し
い
。
杯
と
圏
足
と
は
一
階
で
、
杯

と
圏
足
の
内
外
面
に
は
竸
輔
挽
き
の
痕
が
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。

　
杯
の
口
縁
部
内
面
に
は
、
山
形
紋
帯
が
あ
る
。
鞭
櫨
で
挽
い
た
二
条
の
平
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行
線
で
紋
様
帯
上
下
を
区
画
し
、
そ
の
あ
い
だ
に
蹴
り
彫
り
で
毛
羽
状
に
あ

ら
わ
し
た
山
形
紋
と
間
紋
と
を
並
列
し
て
い
る
。
紋
様
帯
の
幅
は
一
・
○
セ

ン
チ
、
山
形
紋
～
単
位
の
横
幅
は
丁
三
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。

　
杯
の
外
面
に
は
全
面
に
紋
様
を
刻
ん
で
い
る
。
口
縁
下
の
縄
索
錦
帯
と
唐

草
紋
帯
を
区
画
す
る
の
は
二
条
の
平
行
線
で
、
い
ず
れ
も
鯛
櫨
挽
き
で
あ
る
。

縄
索
紋
は
横
向
き
の
S
字
形
を
連
ね
た
紋
様
で
、
そ
の
一
単
位
は
約
○
・
五

セ
ン
チ
、
細
か
い
蹴
り
彫
り
で
曲
線
を
巧
み
に
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
縄
索
紋

は
大
橋
埋
蔵
の
高
足
杯
7
（
O
↓
N
ω
鼻
）
に
も
口
縁
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
下
の
波
状
唐
草
紋
は
、
一
本
線
で
主
軸
と
な
る
波
形
を
描
き
、
そ
の
あ

い
だ
に
五
葉
の
半
パ
ル
メ
ッ
ト
を
い
れ
て
い
る
。
五
葉
は
バ
ナ
ナ
の
房
の
よ

う
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
～
波
長
は
ニ
セ
ン
チ
あ
ま
り

で
、
こ
れ
も
す
べ
て
蹴
り
彫
り
で
刻
ん
で
い
る
。

　
杯
の
側
面
に
は
、
二
重
の
同
心
円
で
区
画
さ
れ
た
画
像
紋
が
六
単
位
あ
り
、

反
時
計
回
り
に
、
①
琵
琶
を
弾
く
胡
人
、
②
上
下
に
対
置
さ
せ
た
パ
ル
メ
ッ

ト
、
③
舞
踏
す
る
胡
人
、
④
鹿
、
⑤
上
下
に
対
麗
さ
せ
た
パ
ル
メ
ッ
ト
、
⑥

顧
首
形
の
獣
と
な
る
。

　
①
の
男
性
は
両
腕
か
ら
長
い
天
衣
を
垂
ら
し
、
下
半
身
は
下
帯
だ
け
を
つ

け
て
い
る
。
素
足
で
踊
り
な
が
ら
琵
琶
を
弾
く
よ
う
な
姿
勢
で
、
下
に
屈
曲

し
た
琵
琶
の
頸
を
左
手
首
で
支
え
、
右
手
で
弦
を
弾
き
、
目
を
大
き
く
あ
け

て
右
斜
め
後
ろ
を
振
り
向
い
て
い
る
。
琵
琶
は
三
弦
し
か
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

な
い
が
、
曲
項
（
曲
頸
）
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
〔
岸
辺
成
雄
　
九
六

八
〕
。
小
指
を
伸
ば
し
た
左
手
の
表
現
は
、
特
徴
的
で
あ
る
。
首
に
ま
で
伸

び
た
頭
髪
は
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か
り
、
斑
点
で
う
め
て
い
る
。
地
の
弔
問
は
、

右
足
の
後
ろ
に
～
筆
書
き
の
よ
う
に
描
い
た
四
葉
紋
を
い
れ
た
ほ
か
は
、
蹴

り
彫
り
や
「
∴
」
形
の
槌
刻
で
う
め
て
い
る
。

　
②
は
上
下
対
称
に
パ
ル
メ
ッ
ト
を
対
遣
さ
せ
、
中
心
に
三
つ
巻
き
の
結
節

が
あ
る
。
パ
ル
メ
ッ
ト
の
左
右
下
縁
は
蹴
り
彫
り
の
線
紋
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

四
葉
は
毛
羽
状
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
中
央
に
は
轡
催
し
な
が
ら
伸
び
る
一

本
の
線
が
あ
り
、
先
端
の
輪
の
左
右
に
は
括
弧
状
の
短
い
線
紋
が
並
ん
で
い

る
。
ま
た
、
左
右
に
は
一
筆
書
き
の
よ
う
に
描
い
た
四
葉
紋
が
あ
り
、
そ
の

あ
い
だ
に
「
し
」
字
形
の
線
紋
や
蹴
り
彫
り
の
列
国
紋
を
刻
ん
で
い
る
。

　
③
の
男
性
も
下
帯
と
長
い
天
衣
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
、
両
手
を
や
や
上

に
ひ
ろ
げ
、
体
を
左
に
ひ
ね
り
な
が
ら
素
足
の
左
足
を
前
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
よ
う
な
姿
勢
で
あ
る
。
右
手
は
小
指
を
伸
ば
し
、
左
手
は
親
指
と
人
差
し

指
の
先
を
重
ね
て
い
る
。
指
を
弾
い
て
拍
子
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

頭
や
顔
の
表
現
は
①
と
同
じ
。
地
の
空
間
は
、
腰
の
前
に
「
8
」
字
形
の
線

刻
が
あ
り
、
蹴
り
彫
り
や
図
無
の
二
点
紋
や
三
点
紋
で
う
め
て
い
る
。

　
④
は
耳
の
大
き
な
鹿
。
首
を
斜
め
上
に
、
前
足
を
高
く
あ
げ
て
、
い
ま
に

も
跳
躍
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
目
は
先
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
口
は
し
っ
か

り
と
閉
じ
て
い
る
。
地
の
空
間
は
、
胸
の
前
に
一
筆
書
き
の
よ
う
に
描
い
た
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四
葉
紋
、
足
元
に
は
蹴
り
彫
り
で
毛
羽
状
に
あ
ら
わ
し
た
四
葉
紋
が
あ
り
、

そ
の
ほ
か
は
蹴
り
彫
り
や
難
点
の
二
点
紋
や
三
点
紋
で
う
め
て
い
る
。
こ
の

鹿
の
図
像
は
、
前
足
の
関
節
を
前
に
尖
ら
せ
、
足
の
後
ろ
に
あ
る
蹴
爪
を
表

現
す
る
こ
と
、
体
躯
剛
体
に
水
平
方
向
の
、
腹
部
に
垂
直
方
向
の
蹴
り
彫
り

を
ほ
ど
こ
し
、
短
い
尻
尾
を
刷
毛
状
に
表
現
す
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
、
大

橋
讐
蔵
の
高
足
杯
の
鹿
紋
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
⑤
も
上
下
に
パ
ル
メ
ッ
ト
を
対
置
さ
せ
た
紋
様
で
あ
る
が
、
左
右
は
四
葉

紋
で
は
な
く
、
簡
単
な
蹴
り
彫
り
を
い
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
⑥
は
顧
首
形
の
獣
で
、
左
前
足
を
も
ち
あ
げ
、
ゆ
っ
く
り
歩
む
姿
勢
で
あ

る
。
頭
部
は
破
損
し
て
お
り
、
獣
の
種
類
は
不
明
で
あ
る
。
首
と
体
躯
の
蹴

り
彫
り
は
斜
行
し
、
尻
尾
は
細
長
く
、
前
足
の
関
節
を
前
に
尖
ら
せ
る
が
、

蹴
爪
の
表
現
が
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
④
の
鹿
と
は
異
な
る
種
類
の
動
物
で

あ
ろ
う
。
地
の
空
間
は
、
獣
の
上
下
に
「
8
」
字
形
の
線
刻
が
あ
り
、
蹴
り

彫
り
や
槌
刻
の
二
点
紋
や
三
点
紋
で
う
め
て
い
る
。

　
図
像
を
い
れ
た
各
円
圏
の
あ
い
だ
は
、
二
重
の
弧
線
で
上
下
を
区
画
し
た

斜
格
子
紋
が
中
央
に
あ
り
、
そ
の
上
下
に
は
蹴
り
彫
り
で
毛
羽
状
に
あ
ら
わ

し
た
双
葉
と
間
弁
を
円
環
に
あ
わ
せ
て
う
め
て
い
る
。

　
以
上
の
画
像
紋
は
、
彫
刻
の
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
る
と
、
ま
ず
輻
櫨
挽

き
の
三
本
線
で
上
下
を
区
画
し
、
つ
い
で
二
重
の
同
心
円
を
コ
ン
パ
ス
状
の

工
具
で
挽
き
、
最
後
に
図
像
と
そ
の
あ
い
だ
を
タ
ガ
ネ
彫
り
し
て
い
る
。
同

心
円
の
内
圏
は
す
べ
て
直
径
四
・
ニ
セ
ン
チ
、
外
圏
は
直
径
四
・
五
セ
ン
チ
と

一
定
で
、
コ
ン
パ
ス
の
針
痕
が
、
①
と
③
の
入
物
は
膀
の
位
置
に
、
②
と
⑤

の
パ
ル
メ
ッ
ト
は
結
節
の
位
置
に
、
⑥
の
獣
は
錺
で
不
明
だ
が
、
④
の
獣
は

胴
部
の
中
央
に
小
さ
な
円
孔
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
図
像
の
線
は
短
い
蹴
り

彫
り
を
連
ね
て
表
現
し
、
地
紋
や
葉
の
毛
羽
状
表
現
な
ど
単
発
の
蹴
り
彫
り

は
や
や
長
め
で
あ
る
。

　
杯
の
外
底
部
に
は
単
弁
一
〇
葉
蓮
華
紋
を
蹴
り
彫
り
で
毛
羽
状
に
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
弁
端
は
丸
く
、
蓮
弁
の
中
央
に
は
蹴
り
彫
り
の
線
で
小
さ
な
円

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
毛
羽
状
の
間
弁
は
先
が
尖
っ
て
い
る
。
杯
の
外
底
部

を
麺
華
壇
で
飾
る
手
法
は
、
蓮
華
紋
の
彫
刻
技
法
は
異
な
る
も
の
の
、
大
橋

虚
言
の
高
足
杯
と
共
通
し
て
い
る
。

　
こ
の
胡
人
獣
紋
杯
の
年
代
に
つ
い
て
、
〈
図
録
＞
4
0
は
器
形
か
ら
階
～
初

唐
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
形
と
大
き
さ
は
大
橋
害
蔵
の
圏
足
鏡
2

に
、
縄
索
紋
や
④
の
鹿
の
表
現
、
お
よ
び
そ
の
彫
刻
技
法
は
大
橋
窪
蔵
の
高

足
杯
7
に
近
似
し
、
鉛
を
ほ
と
ん
ど
ふ
く
ま
な
い
銅
錫
二
　
兀
系
響
銅
で
、
微

量
の
砒
素
を
ふ
く
む
特
徴
も
大
橋
窪
蔵
出
に
類
似
す
る
。
葉
を
房
状
に
重
ね

た
口
縁
部
の
波
状
唐
草
紋
や
②
・
⑤
の
対
置
パ
ル
メ
ッ
ト
紋
は
、
東
魏
・
北

斉
代
の
彫
刻
に
類
例
が
あ
る
〔
中
野
徹
一
九
七
六
〕
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

年
代
は
六
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
高
い
。
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（
2
）
平
盤
（
図
2
1
2
）

　
断
面
三
角
形
の
厚
い
周
縁
を
も
つ
浅
い
平
舘
で
あ
る
。
底
部
は
　
・
五
ミ

リ
ほ
ど
の
薄
さ
で
、
底
部
外
周
か
ら
内
面
に
か
け
て
は
回
転
に
よ
っ
て
研
磨

さ
れ
、
と
く
に
周
縁
内
面
は
光
沢
の
あ
る
ヒ
面
を
呈
す
る
が
、
底
部
は
わ
ず

か
に
凹
凸
が
あ
り
、
研
磨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
周
縁
外
底
の
右
端
に

「
周
」
の
一
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
製
作
者
か
使
用
者
の
姓
で
あ
ろ
う
。
擾

ね
に
筆
勢
が
あ
り
、
タ
ガ
ネ
を
止
め
た
と
こ
ろ
が
ま
く
れ
あ
が
っ
て
い
る
。

最
大
径
二
五
・
一
、
高
さ
一
・
七
セ
ン
チ
、
重
さ
六
三
四
グ
ラ
ム
。

　
地
金
の
上
に
薄
く
平
滑
な
黒
色
付
着
物
が
み
ら
れ
、
蛍
光
X
線
分
析
は
地

金
の
多
く
露
出
し
て
い
る
部
分
二
か
所
と
黒
色
部
分
二
か
所
で
測
定
し
た

（
表
1
・
図
3
）
。
計
測
値
は
い
ず
れ
も
近
似
し
、
銅
（
㏄
）
七
〇
％
強
、

錫
（
n
S
）
二
五
％
強
で
、
鉛
（
％
）
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
検
出
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
表
彌
の
付
着
物
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
チ
タ
ン
（
，
l
T
）
、
鉄
（
掩
）
、

ニ
ッ
ケ
ル
（
，
I
N
）
を
の
ぞ
き
、
微
々
成
分
は
砒
素
（
胎
）
し
か
検
出
で
き
な

か
っ
た
。
胡
人
獣
紋
杯
と
同
じ
典
型
的
な
銅
盤
二
元
系
合
金
で
あ
る
。

　
こ
の
平
盤
の
形
は
大
橋
窓
蔵
の
平
盤
6
（
0
8
ω
一
H
）
や
河
北
省
賛
皇
県
の

東
魏
・
武
定
二
年
（
五
四
四
）
李
希
空
心
の
出
土
例
に
酷
似
し
て
い
る
〔
石

家
荘
地
区
革
委
会
文
化
局
文
物
発
掘
組
一
九
七
七
〕
。
類
似
の
三
角
縁
を
も

つ
平
盤
は
大
橋
轡
蔵
か
ら
一
二
点
、
長
江
対
岸
の
梁
・
太
清
二
年
（
五
四

八
）
轡
蔵
門
劉
興
一
九
八
五
〕
か
ら
も
三
点
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六

世
紀
中
ご
ろ
の
梁
に
盛
行
し
て
い
た
ら
し
く
、
東
魏
の
李
希
宗
墓
の
例
は
南

朝
の
梁
か
ら
流
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
合
金
の
成
分
組
成
も
大
橋

窪
蔵
の
響
銅
に
き
わ
め
て
近
い
。
周
縁
の
「
周
」
銘
に
か
ん
し
て
も
、
大
橋

讐
蔵
の
平
準
5
（
0
6
b
。
壼
）
の
周
縁
外
周
に
「
股
上
扁
、
圏
足
銃
（
0
6
卜
。
ω
O
－

一）

ﾌ
雲
足
内
面
に
「
王
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
近
似
す
る
手
法
で
あ
る
。
た

だ
し
、
大
橋
讐
蔵
の
平
坦
5
は
周
縁
外
底
の
左
端
に
繊
細
な
字
を
刻
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
3
）
盆
（
図
2
－
3
）

　
浅
い
身
部
と
宝
珠
つ
ま
み
の
つ
い
た
笠
形
の
蓋
と
か
ら
な
る
円
盒
で
あ
る
。

身
は
底
部
が
高
く
盛
り
あ
が
り
、
内
面
に
は
輕
鞭
挽
き
の
二
重
の
同
心
円
が

二
組
あ
る
。
側
面
は
外
沖
し
、
い
わ
ゆ
る
印
籠
蓋
を
承
け
る
段
が
あ
り
、
蓋

の
周
縁
は
そ
の
傾
斜
に
あ
わ
せ
て
屈
曲
し
て
い
る
。
蓋
の
宝
珠
つ
ま
み
は
蓋

内
面
か
ら
差
し
こ
ん
だ
銅
釘
で
留
め
て
い
る
。
蓋
の
上
面
に
は
三
重
の
同
心

円
が
三
組
め
ぐ
っ
て
い
る
ほ
か
、
輔
輔
挽
き
に
よ
る
回
転
条
痕
が
明
瞭
に
残

っ
て
い
る
。
身
と
蓋
と
も
に
器
壁
の
厚
さ
マ
五
ミ
リ
以
下
と
薄
い
。
身
の

高
さ
～
二
、
最
大
径
一
〇
・
三
セ
ン
チ
、
重
さ
一
一
七
グ
ラ
ム
、
蓋
の
通
高

三
・
七
、
最
大
径
一
〇
・
八
セ
ン
チ
、
重
さ
一
二
一
グ
ラ
ム
。

　
全
体
に
薄
い
黒
色
銃
で
覆
わ
れ
、
そ
の
上
に
緑
色
錺
が
付
着
し
て
い
る
。
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六世紀のソグド系響銅（岡村・讃川・向井）
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図2　和泉市久保惣記念美術館の響銅器（縮尺1／3）

王09　（565）



摺

30e

20e

艦00

o

Cu

Cv
Sn

　　　lo　2e
1胡人獣紋杯　地金部

」器き

3ee

200

匡GO

騨
o
o

　
4

300

200

100

Sn

sceV　30　V　le
　　　　2　平盤　地金部
　　撹

20

Sn

kcv　30

　　　　　且0

　　3　盒　銃部
蹴

　　　　Cu

20

300

200

100

　　okev　30

C日

　Pb　pbcu Ag

Sn

Sn

300

2eo

lee

濡

　　　監0

5　壼　地金部

20

S
O
P
O
c
4

300

2ee

　　　監0

4　唾壺　錺部

　　Cu

20

　　100
　　　　　　Cu

Sn　1　1　1111　Pb　Pb

kev　30　　’　le　20
　　　　6長頸瓶　地金部

kev　30

300

200

IOO

o

Sn

kcv　30

Cu

300

200

Cu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cu　　　　　　　　　　　　　　　　　）oo
　　Cv
　　　　　　　　　　　　　Sn　　　Pb　Pb　　　　　　　　　　　　　　　Sn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　10　20　kev　30　　’　10　20
7　浄瓶　地金部　　　　　　　　　　　　　8　浄瓶　底部

　　　　　図3　和泉市久保惣記念美術館響銅器の蛍光X線スペクトル図

kcv　30

110　（566）



（
諫
痙
・
ミ
騒
・
も
”
「
匿
）
暴
騨
賑
ユ
鳳
＞
e
禦
認
・
艦

表1　久保惣記念美術館所蔵響銅蛍光X線分下定星表（数値は重量パーセント）

測点 器名 測定部位 表面状態 Cu Sn　　　Pb Tl Fe Ni Zn As B1 Ag　　　Sb

1 胡入獣紋杯 側置下部 ほぼ地金 80．3 19．2 ○ ○ ○ ○ × ○ × X ×

2 立入獣紋杯 側面下部 ほぼ地金 80．6 19．0 ○ ○ ○ ○ × ○ X × ×

3 胡人獣紋杯 側面上部 黒色混じりの地金 80．2 19．6 ○ × × ○ × ○ × × ×

4 胡人獣紋杯 圏足外側 緑色銃混じりの地金 75．1 20．4 4．2 ○ ○ ○ X × × × ×

5 胡入獣紋杯 器内壁 緑色銃 73．6 18．4 4．8 ○ ○ ○ 1．2 0．7 × X　　　　　　×

6 平田 内冠 黒色混じりの地金 70．1 29．2 ○ ○ ○ ○ × ○ × × ×

7 平盤 内底 黒色混じりの地金 73．9 25．5 ○ × ○ ○ X ○ × X ×

8 石盤 葺石 黒色部 73．8 25．4 ○ ○ × ○ X ○ × X ×

9 平盤 外冠 黒色部 72．4 26．9 ○ ○ × ○ × ○ X × ×

ユ0 盒 蓋 黒色部分 62．4 16．0 2LO × ○ ○ × ○ × X ×

11 盒 身外底 緑色部分 50．6 12．8 35．0 × ○ ○ X ○ ○ × 0．5

12 盒 身内底 暗褐色都分 67．9 7．3 24．4 x ○ X X 〉く × X ○

13 唾壺 腹部 緑色銃 26．7 59．3 9．3 × 1．4 × × 1．2 0．5 0．7 0．9

14 唾壺 百歳 緑色錺 24．5 59．1 10．0 × 3．1 × X 1．2 0．5 0．7 0．9

15 壺 肩部 ほぼ地金 80．8 9．7 5．5 × 0．9 X × 2．7 ○ × ×

16 壷 園部 ほぼ地金 76．4 1LO 7．7 ○ 1．0 × × 3．3 ○ × ×

17 壼 腹部 ほぼ地金 80．0 9．9 6．1 ○ 0．9 X × 2．7 ○ × ×

18 長頸瓶 腹部 ほぼ地金 81．1 12．6 5．6 ○ ○ ○ × X X × ○

19 長頸瓶 間断接地面 地金 74．5 14．4 9．6 × 0．7 × 0．7 X × × ×

20 浄瓶 腹部 地金に近い 78．6 14．2 6．8 ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

21 浄瓶 腹部 地金に近い 75．2 16．2 7．7 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

22 浄瓶 外底中央部 錺混じりの地金 99．6 × ○ × ○ × × ○ × × ×

（卜

I
）
目
綴



地
金
に
近
い
部
分
は
な
く
、
三
測
点
と
も
に
錺
の
測
定
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

の
た
め
数
値
の
変
動
が
大
き
い
が
、
い
ず
れ
も
鉛
（
％
）
を
多
く
検
出
し
、

錫
（
n
S
）
は
比
較
的
少
な
い
。

　
〈
図
録
＞
2
0
は
南
京
市
黒
墨
営
出
土
の
有
蓋
三
足
硯
を
類
例
と
し
て
あ
げ
、

年
代
を
南
北
朝
時
代
と
す
る
。
身
の
底
部
が
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
特
徴
は
、

わ
た
し
た
ち
の
調
査
し
た
宋
・
元
嘉
～
六
年
（
四
三
九
）
墓
の
銅
三
足
硯

〔
賀
雲
翻
ほ
か
二
〇
＝
〕
に
類
似
し
、
三
足
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は
五

世
紀
の
南
朝
の
響
銅
硯
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
唾
　
壺
（
図
2
1
4
）

　
す
っ
き
り
立
ち
あ
が
る
盤
口
を
も
ち
、
短
い
頸
部
は
く
び
れ
、
下
膨
れ
の

腹
部
に
大
き
な
径
の
仮
圏
足
が
あ
る
。
器
壁
の
厚
さ
は
一
・
五
～
二
・
○
ミ
リ
、

底
部
は
一
・
○
ミ
リ
の
薄
さ
で
あ
る
。
〈
図
録
＞
1
5
が
観
察
す
る
よ
う
に
、
口

縁
の
内
外
に
輕
輔
挽
き
の
削
痕
が
か
す
か
に
認
め
ら
れ
る
。
器
高
論
・
四
、

口
径
八
・
五
、
腹
部
最
大
径
ご
∵
七
、
詩
評
一
〇
・
三
セ
ン
チ
、
重
さ
四
四

六
グ
ラ
ム
。

　
全
体
に
均
一
な
緑
色
銃
で
覆
わ
れ
、
蛍
光
X
線
分
析
は
冗
多
の
二
か
所
で

測
定
し
た
（
表
1
・
図
3
）
。
い
ず
れ
も
錫
（
翫
）
が
六
〇
％
弱
と
異
常
に

高
い
数
値
を
示
し
、
銅
（
U
C
）
は
わ
ず
か
に
二
五
％
前
後
、
鉛
（
％
）
は
一

〇
％
前
後
で
あ
っ
た
。
錺
化
に
よ
っ
て
銅
が
脱
落
し
、
相
対
的
に
錫
の
重
量

比
が
増
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
錫
が
六
〇
％
に
達
す
る
濃
化
は
、
出
土
銅
鏡

で
も
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、
本
器
の
地
金
も
本
来
は
鏡
の
よ
う
な
高
率
青
銅

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
微
量
成
分
と
し
て
砒
素
（
S
A
）
を
一
％

あ
ま
り
検
出
し
た
ほ
か
、
一
％
未
満
の
銀
（
9
A
）
、
ビ
ス
マ
ス
（
団
）
、
ア
ン

チ
モ
ン
（
b
S
）
な
ど
を
検
出
し
た
。

　
本
例
の
年
代
を
考
え
る
資
料
を
図
4
に
例
示
し
た
。
！
は
江
蘇
省
江
寧
県

下
坊
村
東
晋
墓
〔
南
京
市
博
物
館
ほ
か
一
九
九
八
〕
か
ら
嵐
慣
し
た
四
世
紀

後
葉
～
五
世
紀
初
め
の
銅
唾
蛮
、
2
は
大
橋
讐
蔵
か
ら
出
土
し
た
六
世
紀
の

銅
唾
壼
で
あ
る
。
1
の
実
測
図
が
正
確
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
例
は
腹
部
が
フ

ラ
ス
コ
形
の
2
よ
り
も
扁
平
な
一
に
近
く
、
東
晋
代
に
さ
か
の
ぼ
る
初
期
の

響
銅
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
壼
（
図
2
－
5
）

　
胴
部
の
上
方
が
濫
訴
に
大
き
く
ふ
く
ら
み
、
細
く
す
ぼ
ま
っ
た
頸
部
か
ら

ロ
が
ラ
ッ
パ
形
に
開
い
て
い
る
。
肩
か
ら
胴
部
の
申
ほ
ど
ま
で
三
条
の
凹
線

紋
を
六
段
に
韓
櫨
挽
き
し
、
下
腹
部
だ
け
は
二
条
の
凹
線
紋
で
あ
る
。
器
壁

は
二
・
○
ミ
リ
ほ
ど
の
薄
さ
で
、
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
口
縁
部
は
受
け

口
状
を
呈
し
、
内
面
は
二
段
に
凹
凸
が
あ
る
。
圏
足
は
短
く
開
き
、
内
面
は

鋳
放
し
の
ま
ま
で
、
中
央
に
孔
を
塞
い
だ
痕
跡
が
あ
る
。
高
さ
～
九
・
二
、

ロ
径
七
・
九
、
最
大
径
　
三
・
九
セ
ン
チ
、
重
さ
八
四
三
グ
ラ
ム
。
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六世紀のソグド系響銅（岡村・腰川・向井）

　
地
金
の
上
に
平
滑
で
薄
い
暗
色
の
銃
が
あ
り
、
所
ど
こ
ろ
砂
混
じ
り
の
緑

色
錺
が
付
着
し
て
い
る
。
地
金
都
分
の
三
か
所
で
測
定
し
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
計
測
値
で
、
銅
（
U
C
）
が
八
○
％
程
度
、
錫
（
舗
）
　
一
〇
％
程

度
、
鉛
（
％
）
五
％
強
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
測
点
で
も
砒
素

（
S
A
）
を
三
％
前
後
検
出
し
た
。

　
胴
部
の
張
っ
た
陶
製
の
壷
は
、
北
魏
の
都
平
城
が
所
在
し
た
山
西
省
大
同

市
の
北
零
墨
か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
が
〔
山
西
大
学
歴
史
文
化
学
院
ほ
か

編
二
〇
〇
六
〕
、
画
期
の
よ
う
な
圏
足
は
な
い
。
し
か
し
、
甘
粛
省
皇
家
川

の
乙
酉
年
（
五
二
九
）
王
真
保
墓
か
ら
出
土
し
た
銅
壼
〔
秦
明
智
ほ
か
一
九

七
五
〕
は
踏
跡
の
形
に
近
い
と
く
図
録
＞
1
2
は
指
摘
す
る
。
口
縁
部
内
面
の

段
や
肩
の
凹
線
紋
な
ど
も
両
器
は
類
似
し
て
お
り
、
と
も
に
六
世
紀
前
半
の

北
魏
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

1

　　“．tmsLnvJ　2

　　0　10cmbe＝　［＝［＝i　：t：　＝si

図4　銅唾壷　1＝江蘇省江田県

下坊村東晋墓出土〔南京市博物館

ほか1998〕、2：江蘇省江都市大橋

堅蔵繊土〔層雲糊ほか2011〕

（
6
）
長
三
瓶
（
図
2
－
6
）

　
王
子
形
水
瓶
と
も
呼
ば
れ
る
。
下
ぶ
く
れ
気
味
の
胴
部
に
細
長
い
頸
が
あ

り
、
ラ
ッ
パ
形
に
開
く
口
縁
部
を
も
つ
。
頸
部
か
ら
口
縁
部
ま
で
輕
竈
で
削

っ
た
瓦
紋
を
一
二
段
に
重
ね
て
い
る
。
器
壁
は
｝
・
五
ミ
リ
ほ
ど
の
薄
さ
で
、

よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
土
足
は
短
く
開
き
、
内
面
は
鋳
は
な
ち
の
ま
ま
で

あ
る
。
高
さ
一
一
・
五
、
口
径
三
⊥
、
最
大
径
五
・
八
セ
ン
チ
と
小
さ
く
、

重
さ
一
〇
八
グ
ラ
ム
と
軽
い
。
小
さ
く
薄
い
こ
と
か
ら
、
〈
図
録
＞
8
は
明

器
と
考
え
て
い
る
。

　
全
体
に
平
滑
で
薄
い
暗
褐
色
の
銃
が
あ
り
、
そ
の
上
に
砂
混
じ
り
の
赤
褐

色
鋸
と
緑
魚
銃
が
付
着
し
て
い
る
。
分
析
は
腹
部
で
地
金
が
わ
ず
か
に
露
出

し
て
い
る
部
分
と
圏
足
の
接
地
面
で
地
金
が
露
出
し
て
い
る
部
分
の
二
か
所

で
測
定
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
銅
（
U
C
）
七
五
～
八
○
％
、
錫
（
翫
）
一
五

％
弱
、
鉛
（
％
）
五
～
一
〇
％
で
あ
っ
た
。
5
の
壺
に
似
た
組
成
で
あ
る
が
、

砒
素
（
S
A
）
は
ま
っ
た
く
検
出
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
と
は
異
な
る
金
属
原
料

で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
類
似
す
る
長
頸
瓶
は
六
世
紀
の
北
朝
墓
か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
本

職
の
よ
う
な
瓦
紋
を
頸
部
に
ほ
ど
こ
し
た
例
に
、
北
魏
・
正
光
五
年
（
五
二

四
）
の
河
北
省
曲
湯
の
三
三
墓
〔
河
北
省
博
物
館
文
物
管
理
処
一
九
七
二
〕

や
河
幅
省
洛
陽
市
吉
利
区
の
呂
達
墓
〔
洛
陽
帯
文
物
工
作
隊
二
〇
一
こ
か
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ら
出
土
し
た
銅
瓶
が
あ
り
、
高
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
～
四
・
五
セ
ン
チ
と
一
五
・
六

セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
呂
丁
令
の
例
に
は
瓦
紋
を
も
つ
塔
形
の
蓋
が
附

属
し
て
い
る
。

（
7
）
三
瓶
（
図
2
－
7
）

　
浄
瓶
と
は
、
唐
の
義
浄
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
仏
教

で
は
「
浄
」
水
を
い
れ
る
陶
磁
製
の
瓶
の
こ
と
で
、
銅
製
や
鉄
製
の
瓶
は

「
触
」
水
を
い
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
義
浄
は
そ
の
使
用
法
に
つ
い
て
も
詳

し
く
記
し
て
お
り
、
水
は
肩
の
口
か
ら
い
れ
、
上
の
細
い
「
燈
台
」
の
口
か

ら
飲
用
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
ク
ン
デ
ィ
カ

囚
§
α
涛
巴
あ
る
い
は
「
ケ
ン
デ
イ
囚
窪
鼠
」
と
呼
ば
れ
、
音
訳
で
「
揚
稚

迦
」
や
「
軍
持
」
と
表
記
さ
れ
た
〔
百
田
篤
弘
二
〇
一
〇
〕
。

　
本
器
は
6
の
長
頸
瓶
に
類
似
し
た
本
体
を
も
つ
が
、
胴
部
は
や
や
細
長
く

な
り
、
肩
に
受
水
口
、
蓋
の
上
に
短
い
筒
状
の
口
が
加
え
ら
れ
た
浄
瓶
に
改

造
さ
れ
て
い
る
。
二
言
と
合
体
し
た
笠
形
の
蓋
は
、
上
面
を
三
段
に
分
け
、

幅
ひ
ろ
い
中
段
に
単
弁
七
葉
蓮
華
紋
を
刻
ん
で
い
る
。
〈
図
録
＞
6
0
に
よ
れ

ば
、
肩
の
受
水
口
は
後
房
と
い
う
。
底
部
の
内
面
は
わ
ず
か
に
凹
み
、
中
央

に
孔
を
塞
い
だ
痕
跡
が
あ
る
。
高
さ
一
八
・
六
、
最
大
径
七
⊥
、
底
径
四
・

七
セ
ン
チ
、
重
さ
四
九
七
グ
ラ
ム
。

　
全
体
に
平
滑
で
薄
い
黒
色
銃
で
覆
わ
れ
、
そ
の
上
に
砂
混
じ
り
の
緑
色
銃

が
付
着
し
て
い
る
。
地
金
が
わ
ず
か
に
露
出
し
て
い
る
部
分
を
測
定
し
た
と

こ
ろ
、
銅
（
U
C
）
八
○
％
弱
、
錫
（
鉱
）
｝
五
％
前
後
、
鉛
（
％
）
七
％
程

度
で
あ
っ
た
。
底
部
中
央
の
円
孔
を
塞
い
だ
部
分
は
、
ほ
ぼ
純
銅
に
近
い
数

値
を
計
測
し
、
底
抜
け
に
よ
る
鋳
掛
け
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
腹
部
の
砂

混
じ
り
の
銃
で
は
、
鉛
を
多
く
検
出
し
、
出
土
後
の
付
け
銃
で
あ
ろ
う
。

　
双
口
の
四
這
は
豊
代
に
な
っ
て
盛
行
す
る
が
、
そ
れ
は
胴
部
の
ふ
く
ら
ん

だ
タ
イ
プ
の
浄
瓶
で
あ
る
。
〈
図
録
〉
は
本
譜
の
鳶
足
が
あ
ま
り
開
か
な
い

形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
階
～
初
唐
期
に
年
代
を
比
定
し
て
い
る
。
胴
部
が
長

岡
瓶
の
6
に
比
べ
て
細
長
く
な
っ
て
い
る
特
徴
か
ら
み
て
、
六
世
紀
後
半
か

ら
七
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
ソ
グ
ド
系
響
銅
の
新
認
識

（
1
）
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
響
銅
の
二
種

　
わ
た
し
た
ち
は
江
蘇
省
句
容
の
元
嘉
「
六
年
（
四
三
九
）
墓
か
ら
出
土
し

た
銃
・
托
の
八
点
を
観
察
し
、
い
ず
れ
も
器
壁
が
ニ
ミ
リ
に
満
た
な
い
薄
さ

で
あ
る
こ
と
、
輪
櫨
挽
き
の
条
痕
や
準
線
紋
を
も
つ
こ
と
、
托
の
圏
台
に
鏡

の
圏
足
が
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
る
精
巧
な
競
韓
挽
き
切
削
細
工
が
み
ら
れ
る
こ

と
、
地
金
は
鏡
の
よ
う
な
光
沢
を
も
ち
、
叩
く
と
高
い
響
き
を
も
っ
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
を
響
銅
と
判
定
し
た
。
非
破
壊
の
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
れ
ば
、
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六世紀のソグド系響銅（岡村・硬川・向井）

い
ず
れ
も
銅
錫
鉛
三
元
系
合
金
で
あ
り
、
個
体
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も

の
の
、
お
よ
そ
錫
は
二
〇
％
以
上
、
鉛
は
一
〇
％
前
後
で
近
似
し
て
い
た
。

銃
化
に
よ
っ
て
銅
が
脱
落
し
、
相
対
的
に
錫
と
鉛
の
重
量
比
が
高
く
な
っ
た

と
は
い
え
、
も
と
の
地
金
に
鉛
が
相
当
量
ふ
く
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
標
準
的
な
「
佐
波
理
扁
の
成
分
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

正
倉
院
や
法
隆
寿
に
三
元
系
合
金
の
「
佐
波
理
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
第

…
章
に
み
た
と
お
り
で
あ
り
、
五
世
紀
の
南
朝
で
は
む
し
ろ
三
元
系
響
銅
が

ふ
つ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
河
北
省
定
州
の
北
魏
・
三
和
五
年
（
四
八
一
）
石
函

か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
は
、
鉛
を
ほ
と
ん
ど
ふ
く
ま
な
い
典
型
的
な
才
子
二
元

系
響
銅
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
六
世
紀
の
江
蘇
省
江
都
大
橋
讐
蔵
か
ら
は
四
一

点
の
響
銅
器
が
　
括
出
土
し
、
そ
の
う
ち
界
面
一
点
だ
け
は
、
錫
二
〇
％
以

上
、
鉛
一
五
％
以
上
の
三
元
系
合
金
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
圏
足
鏡
・

高
足
盤
・
碁
盤
・
高
足
杯
・
承
盤
付
き
杯
・
鉢
・
罐
は
、
い
ず
れ
も
二
七
〇

％
以
上
、
錫
二
〇
％
以
上
の
二
元
系
合
金
で
、
鉛
は
ご
く
微
量
し
か
検
出
し

な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
南
北
朝
時
代
の
響
銅
に
は
、
銅
錫
二
元
系
響
銅
タ
イ

プ
と
銅
錫
鉛
三
元
系
響
銅
タ
イ
プ
と
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
分
法
に
し
た
が
っ
て
上
述
の
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
に
所
蔵

す
る
七
点
の
響
銅
を
整
理
す
る
と
、
1
の
胡
人
獣
紋
杯
と
2
の
平
調
と
が
二

元
系
響
銅
、
そ
の
ほ
か
の
五
点
が
三
元
系
響
銅
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
を
み
る
と
、
4
の
唾
壺
と
3
の
盒
が
四
～
五
世
紀
に
さ
か

の
ぼ
る
東
晋
・
南
朝
の
響
銅
器
で
、
5
～
7
の
壺
や
水
瓶
は
六
世
紀
の
北
朝

の
響
銅
器
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
分
析
数
が
少
な
い
も
の
の
、

ま
ず
三
光
系
響
銅
が
東
今
・
南
朝
に
は
じ
ま
り
、
二
元
系
響
銅
は
、
四
八
～

年
の
定
州
詩
評
の
銅
鏡
を
蓬
矢
と
し
、
六
世
紀
の
南
朝
に
三
元
系
響
銅
と
並

行
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
と
概
括
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
中
国
響
銅
の
源
流
は
漠
然
と
西
域
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
き
た

が
、
初
期
の
響
銅
に
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

起
源
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
三
元
系
合
金
は
中
国
古
代
の
青
銅
器
の
基
本
的
な
成
分
組
成
で
、

銅
鏡
の
成
分
に
近
似
す
る
響
銅
は
、
伝
統
的
な
青
銅
器
の
鋳
造
技
術
に
韓
擁

挽
き
や
熱
処
理
な
ど
の
新
し
い
加
工
技
術
が
組
み
あ
わ
さ
れ
て
四
世
紀
の
東

晋
に
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
仏
教
の
東
面
に
と
も
な

っ
て
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
伝
播
し
た
技
術
か
も
し
れ
な
い
が
〔
三
船

温
尚
ほ
か
編
二
〇
一
〇
〕
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
考
古
資
料
は
ま
だ
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
技
術
が
北
朝
に
伝
わ
り
、
壷
や
水
瓶
な
ど
の
響
銅
器
が
つ

く
ら
れ
る
の
は
下
っ
て
六
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。

　
い
っ
ぽ
う
の
二
元
系
響
銅
は
、
中
国
の
伝
統
か
ら
は
ず
れ
た
合
金
成
分
で
、

そ
の
噛
矢
と
な
っ
た
定
州
石
摺
の
銅
銃
は
、
北
魏
孝
文
帝
の
造
営
し
た
仏
塔

の
舎
利
容
器
と
し
て
、
サ
ー
サ
ー
ン
銀
貨
四
一
枚
を
は
じ
め
と
す
る
荘
厳
具
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と
と
も
に
奉
納
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
銅
銃
は
腹
部
に
連
続
す
る
半
パ
ル

メ
ッ
ト
紋
を
タ
ガ
ネ
彫
り
し
て
お
り
、
そ
の
紋
様
と
特
異
な
彫
刻
技
法
か
ら

み
て
、
西
域
か
ら
北
魏
皇
帝
に
贈
ら
れ
た
宝
器
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
四
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
の
広
州
市
下
五
獅
帯
山
岡
五
号
墓
か
ら
出
土
し
た

銅
銚
は
、
破
断
面
二
か
所
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
銅
六
五
～
六
九
％
、
錫
三

～
～
三
四
％
の
二
元
系
合
金
で
、
中
国
古
代
の
青
銅
器
に
は
ま
れ
な
組
成
で

あ
り
、
西
方
系
の
ガ
ラ
ス
器
が
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
舶
載
品
と
推

測
さ
れ
て
い
る
〔
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
一
九
九
六
〕
。
図
が
な
い
た
め

器
形
は
不
明
だ
が
、
口
径
一
三
セ
ン
チ
、
器
壁
は
紙
の
よ
う
に
薄
く
、
表
面

に
細
か
い
旋
線
が
あ
っ
て
光
沢
を
も
つ
と
い
う
か
ら
、
定
州
石
函
の
銅
鏡
と

同
じ
よ
う
に
二
元
系
響
銅
で
つ
く
ら
れ
た
舶
来
品
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
西
域
の
銅
器
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。
た
だ
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
古
代
都
市
タ
キ
シ
ラ
選
点
で
発
掘
さ

れ
た
銅
器
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
〔
ζ
錠
ω
冨
瞑
6
㎝
ビ
燭
℃
ひ
①
冷
㎝
刈
Φ
〕
が

成
分
分
析
を
お
こ
な
い
、
①
軟
銅
（
純
鋼
）
、
②
鉛
を
ふ
く
ま
な
い
青
銅
、

③
鉛
を
ふ
く
む
青
銅
、
④
真
鍮
（
鋼
・
亜
鉛
合
金
、
黄
銅
）
、
⑥
銅
・
ニ
ッ

ケ
ル
合
金
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
③
は
三
元
系
合
金
で
、
八
点
の
分

析
例
は
お
よ
そ
京
田
○
％
強
、
錫
一
〇
％
弱
、
仁
心
〇
％
弱
で
あ
る
。
②
は

二
元
系
響
銅
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
錫
一
＝
～
一
一
五
％
の
も
の
と
錫
八
～
＝
～

％
の
も
の
と
に
大
別
し
、
前
者
は
在
地
的
な
容
器
・
鏡
・
鐘
・
装
飾
品
な
ど

に
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
年
代
は
紀
元
前
四
～
後
一
世
紀
で
あ

り
、
本
稿
で
議
論
し
て
い
る
響
銅
よ
り
五
〇
〇
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
が
、
広

義
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
域
で
は
響
鋼
を
ふ
く
む
各
種
の
銅
合
金
が
早
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
四
～
五
世
紀
の
中
国
に
は
こ
の
よ
う
な
西
方
の
二
元
系
響
銅
が
散
発
的
に

輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
六
世
紀
の
南
朝
で
は
、
そ
れ
に
倣
っ
た
新
し
い
響
銅

を
製
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
も
っ
と
も
端
的
に
示
す
の
が
、

大
橋
逸
出
の
高
足
杯
と
本
稿
で
報
告
し
た
細
入
単
軸
杯
で
あ
る
。

（
2
）
響
銅
杯
の
出
現

　
中
国
の
飲
酒
器
に
お
い
て
、
新
石
器
時
代
に
陶
製
の
高
足
杯
が
流
行
し
た

も
の
の
、
漢
代
に
は
重
杯
や
コ
ッ
プ
形
の
危
を
主
と
し
〔
林
巳
奈
夫
一
九
七

六
〕
、
高
足
杯
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
六
世
紀
に
な

る
と
、
葡
萄
酒
を
宴
飲
す
る
胡
人
の
風
習
が
中
国
に
ひ
ろ
が
り
、
七
～
八
世

紀
に
は
西
域
に
由
来
す
る
金
銀
製
の
高
足
杯
が
ふ
た
た
び
盛
行
す
る
。
そ
の

源
流
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
イ
ラ
ン
の
サ
ー
サ
ー
ン
銀
器
が
も
っ
ぱ
ら
注
目

さ
れ
て
き
た
が
、
マ
ル
シ
ャ
ー
ク
〔
鼠
壱
日
奨
H
O
鐸
〕
が
ソ
グ
ド
銀
器
の
実

態
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
桑
山
正
進
〔
一
九
七
七
〕

が
唐
代
金
銀
器
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
グ
ド
と

唐
と
の
文
化
交
流
が
研
究
の
組
上
に
載
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
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斉
東
方
ら
〔
一
九
九
四
〕
は
唐
代
金
銀
器
に
ソ
グ
ド
系
、
サ
ー
サ
ー
ン
系
、

ロ
ー
マ
・
ピ
サ
ン
テ
ィ
ン
系
の
三
系
統
が
あ
り
、
唐
代
の
高
足
杯
は
そ
の
う

ち
ロ
ー
マ
・
ピ
サ
ン
テ
ィ
ン
系
に
源
流
が
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の

根
拠
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、
里
…
海
北
岸
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ボ
ル
タ
ヴ
ァ
市
近

郊
で
発
見
さ
れ
た
四
点
の
金
製
・
銀
製
高
足
杯
で
あ
り
、
七
世
紀
に
下
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
編
一
九
八
五
・
図
版
～
四

五
～
一
四
八
〕
。
そ
の
う
ち
金
製
杯
の
一
点
は
、
大
橋
二
六
の
高
足
杯
や
胡

人
細
紋
杯
に
み
ら
れ
る
縄
索
紋
や
蓮
華
紋
を
も
つ
が
、
い
ず
れ
も
高
足
が
細

く
て
中
聞
に
節
を
も
つ
形
で
あ
り
、
玉
代
高
足
杯
の
遠
い
源
流
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
六
世
紀
の
響
銅
杯
に
直
接
関
係
づ
け
る

の
は
む
ず
か
し
い
。
そ
の
後
も
斉
東
方
〔
二
〇
＝
〕
は
唐
代
の
ソ
グ
ド
系

銀
器
に
つ
い
て
研
究
を
発
表
し
て
い
る
が
、
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
高
足
杯

に
つ
い
て
は
、
金
銀
器
の
実
例
が
乏
し
い
た
め
に
、
十
分
な
検
討
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
近
年
、
西
安
市
の
北
周
・
大
象
元
年
（
五
七
九
）
安
伽
墓
〔
陳
西
省
考
古

研
究
所
二
〇
〇
三
〕
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
彫
刻
に
は
、
ソ
グ
ド
人
の
墓
主
が

高
足
杯
を
片
手
に
宴
飲
す
る
図
像
が
あ
り
、
そ
の
使
用
が
六
世
紀
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
な
同
時
期
の
金
銀
器

が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、
大
橋
讐
蔵
か
ら
出
土
し
た
響
銅
の

高
足
杯
は
、
ソ
グ
ド
人
が
用
い
た
酒
杯
、
ひ
い
て
は
唐
代
金
銀
杯
の
景
観
の

有
力
な
候
補
の
ひ
ど
つ
に
な
る
と
、
わ
た
し
た
ち
は
考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
壁
代
の
銀
高
足
杯
に
み
る
よ
う
な
細
か
い
紋
様
を
杯
の
金
颪
に
ほ
ど

こ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
魚
紋
表
現
と
彫
刻
技
法
は
唐
代
の
ソ
グ
ド
口
金
銀

器
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
底
部
内
面
の
鹿
紋
に
か
ん
し
て
、
七
～

八
世
紀
の
銀
鏡
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
鹿
紋
は
、
火
炎
状
の
花
角
を
も
つ
ソ
グ
ド

式
と
霊
芝
状
の
平
角
を
も
つ
中
国
式
と
に
区
分
さ
れ
て
お
り
〔
斉
東
方
一
九

九
六
〕
、
こ
の
二
分
法
に
し
た
が
う
な
ら
大
橋
轡
蔵
の
鹿
紋
は
中
国
式
に
属

し
、
そ
の
祖
形
に
な
る
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
七
世
紀
末
に

下
る
が
、
新
彊
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
市
ア
ス
タ
ー
ナ
三
五
号
墓
出
土
の
文
書
二
七

「
豊
州
高
畠
県
下
団
頭
熱
為
追
送
銅
匠
造
供
客
器
事
」
に
は
「
高
卓
県
、
粘

団
頭
入
口
□
…
…
銅
匠
安
明
智
・
安
大
寿
・
石
思
目
…
…
右
聖
人
鼻
先
造
供

客
器
…
…
」
と
あ
り
〔
國
半
文
物
局
古
文
献
研
究
室
ほ
か
編
一
九
八
六
〕
、

ブ
ハ
ラ
出
身
の
「
安
」
姓
や
タ
シ
ケ
ン
ト
出
身
の
「
石
」
姓
の
ソ
グ
ド
系

「
銅
匠
」
が
高
昌
県
に
三
人
以
上
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ソ
グ
ド
人
は
金
銀

器
の
製
作
に
す
ぐ
れ
、
そ
れ
を
愛
用
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
門
銅
匠
」
と

し
て
銅
器
の
製
作
に
も
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
製
作

し
た
銅
器
は
、
お
そ
ら
く
狩
谷
液
斎
噸
箋
注
倭
名
類
聚
抄
血
が
考
証
し
た

「
胡
の
銅
器
」
「
五
千
」
す
な
わ
ち
響
銅
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
わ
た
し
た
ち
は
大
橋
害
蔵
の
高
足
杯
を
南
朝
に
定
着
し
た
ソ
グ
ド
系
響

銅
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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（
3
）
胡
人
獣
紋
杯
の
三
舞
図
像

　
響
銅
杯
を
ソ
グ
ド
と
関
連
づ
け
る
以
上
の
推
論
を
さ
ら
に
補
強
す
る
の
が
、

本
稿
で
報
告
し
た
胡
人
獣
紋
杯
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
橋
番
号
の
高
足
杯
と
同

じ
銅
錫
二
元
系
響
銅
で
、
腹
部
に
胡
人
や
動
物
の
図
像
を
蹴
り
彫
り
で
刻
ん

で
い
る
。
胡
人
は
踊
り
な
が
ら
琵
琶
を
弾
く
男
性
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て
蹄
る

男
性
の
二
人
で
あ
り
、
ソ
グ
ド
の
胡
録
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
の
長
安
に
胡
旋
舞
や
胡
七
並
が
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
は
、
つ
と
に
石
田

幹
之
介
〔
～
九
三
〇
〕
が
注
意
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
胡

旋
舞
は
も
と
も
と
ソ
グ
ド
人
の
特
技
で
、
速
く
鋭
く
左
旋
右
転
し
て
舞
う
も

の
、
胡
騰
舞
は
タ
シ
ケ
ン
ト
あ
た
り
に
起
源
す
る
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
烈

し
い
舞
踊
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
雲
叢
舞
に
つ
い
て
、
中
唐
の
李
下

「
胡
騰
児
」
（
四
全
篇
詩
歴
誤
謬
八
四
）
に
は
、

　
　
胡
騰
、
身
は
是
れ
涼
州
の
児
、

　
　
肌
膚
は
玉
の
如
く
、
鼻
は
錐
の
如
し
。

　
　
桐
布
の
軽
杉
を
前
後
に
巻
き
、

　
　
葡
萄
の
長
帯
を
一
辺
に
認
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
帳
前
に
脆
い
て
本
音
の
語
を
若
し
、

　
　
　
　
あ
わ
　
　
　
　
　
　
み
だ

　
　
襟
を
拾
せ
袖
を
撹
し
、
君
が
為
に
舞
う
。

　
　
安
西
の
旧
恩
は
涙
を
収
め
て
看
、

　
　
洛
下
の
詞
入
は
曲
を
抄
し
て
与
う
。

　
　
眉
を
揚
げ
目
を
動
か
し
て
花
毯
を
踏
み
、

　
　
　
　
こ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
む

　
　
黒
汗
交
こ
も
流
れ
て
珠
無
偏
く
。

　
　
酔
高
し
て
東
に
傾
き
、
又
た
西
に
倒
れ
、

　
　
双
の
靴
は
学
識
の
前
に
柔
弱
な
り
。

　
　
環
行
急
況
し
て
皆
な
節
に
応
じ
、

　
　
腰
を
反
ら
し
指
を
叙
す
こ
と
却
月
の
如
し
。
（
以
下
略
）

と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
玉
の
よ
う
な
肌
、
尖
っ
た
鼻
を
も
つ
涼
州
の
胡
児
が

身
に
つ
け
た
「
調
布
の
軽
愚
」
と
は
、
桐
花
を
紡
い
だ
布
を
巻
き
つ
け
た
だ

け
の
簡
単
な
肌
着
の
こ
と
、
「
葡
萄
の
長
帯
」
と
は
、
葡
萄
の
樹
皮
で
つ
く

っ
た
長
い
天
衣
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
杯
の
胡
人
が
ま
と
う
下
帯
と
両
腕

か
ら
長
く
垂
ら
し
た
天
衣
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
眉
を
揚
げ
目
を
動
か

し
」
た
動
作
も
、
杯
の
図
像
に
も
み
ご
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
引

用
文
最
後
の
「
却
月
」
は
ふ
つ
う
半
月
を
い
う
が
、
石
田
は
鎌
の
よ
う
な
形

の
月
と
み
な
し
、
指
を
組
ん
で
そ
の
形
を
あ
ら
わ
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

杯
の
胡
人
が
親
指
と
人
差
し
指
を
重
ね
、
小
指
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
い
る
さ

ま
は
、
奇
し
く
も
石
田
の
解
釈
と
一
致
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
句
は
中
華

書
局
本
で
は
「
反
手
叉
腰
如
却
月
一
と
あ
っ
て
「
手
」
と
「
腰
」
の
動
作
に

置
換
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
杯
の
図
像
に
細
か
く
あ
ら
わ
さ
れ
た
よ
う

な
手
や
指
の
動
き
が
胡
騰
舞
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
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「
胡
騰
一
篇
の
描
写
に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
杯
に
描
か
れ
た
琵
琶
は
、
柄
の
上
端
が
直
角
に
後
方
へ
曲
が
っ
て

い
る
曲
項
に
あ
た
る
。
曲
項
琵
琶
は
四
弦
だ
が
〔
岸
辺
成
雄
一
九
六
八
〕
、

杯
の
図
像
で
は
三
弦
に
省
略
し
て
い
る
。
『
階
書
撫
音
楽
志
下
に
、

　
　
今
の
曲
項
琵
琶
は
、
豊
野
の
篁
後
の
徒
な
り
。
並
び
に
西
域
よ
り
出
で
、

　
　
諸
夏
の
旧
器
に
非
ず
。

と
あ
り
、
爾
域
か
ら
伝
来
し
た
も
の
と
い
う
。
第
一
章
に
『
通
典
漏
巻
～
四

二
「
楽
二
」
を
引
い
て
北
魏
の
宣
武
帝
（
在
位
四
九
九
～
五
一
五
）
の
と
き

に
「
屈
茨
琵
琶
・
五
絃
・
笙
後
・
胡
笠
・
鳶
職
・
銅
欽
・
打
沙
羅
、
胡
舞
扁

が
西
域
よ
り
伝
来
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
「
屈
茨
琵
琶
」
は
「
亀
蕪

琵
琶
」
で
「
曲
項
」
に
あ
た
り
、
小
型
で
直
頸
の
「
五
弦
扁
琵
琶
と
併
用
さ

れ
て
い
た
〔
外
村
中
二
〇
〇
乙
。
岡
通
典
』
は
さ
ら
に
、

　
　
此
（
琵
琶
な
ど
の
弦
楽
器
）
の
音
の
由
る
所
を
按
ず
る
に
、
源
は
西
域

　
　
の
諸
天
諸
佛
の
韻
調
に
出
づ
。
…
是
を
以
て
其
の
声
に
感
ず
る
者
は
、

　
　
奢
淫
し
躁
癒
せ
ざ
る
は
な
し
。
挙
止
戸
当
と
し
て
、
或
い
は
踊
り
或
い

　
　
　
　
　
た
ち
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
　
　
　
　
　
　
　
う
ひ

　
　
は
躍
り
、
乍
ち
動
き
乍
ち
旧
い
、
脚
を
矯
げ
て
指
を
弾
き
、
頭
を
撚
か

　
　
　
　
も
て
あ
そ

　
　
し
目
を
弄
び
、
情
は
中
に
発
し
て
、
自
ら
止
む
る
能
は
ず
。

と
あ
り
、
宣
武
帝
の
と
き
に
西
域
か
ら
仏
教
に
由
来
す
る
楽
器
や
舞
踊
が
伝

来
し
、
人
び
と
は
大
い
に
興
奮
し
た
と
い
う
。
杯
の
舞
人
が
頭
を
後
ろ
に
振

り
向
け
、
目
を
見
開
き
、
左
手
の
指
を
弾
く
よ
う
な
し
ぐ
さ
で
、
颯
爽
と
ス
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チ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に
こ
の
情
景
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

宣
武
帝
の
と
き
に
伝
来
し
た
「
胡
舞
扁
と
は
、
お
そ
ら
く
累
代
の
胡
歯
舞
や

胡
拝
舞
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
磁
歪
は
、
北
周
の
安
伽
墓
や
太
原
市
の
階
・
開
皇
一
二
年

（
五
九
二
）
虞
弘
墓
〔
山
西
省
考
古
研
究
所
ほ
か
編
出
〇
〇
五
〕
な
ど
で
発

見
さ
れ
た
彫
刻
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
虞
弘
墓
の
石
檸
後

壁
中
央
板
に
刻
ま
れ
た
画
像
を
み
る
と
（
図
5
）
、
画
面
中
央
の
建
物
内
で

は
墓
主
夫
婦
が
対
座
し
て
酒
を
飲
み
、
そ
の
左
右
に
は
男
女
二
入
ず
つ
立
っ

て
伺
候
し
て
い
る
。
そ
の
正
議
で
は
男
性
が
黙
念
を
演
じ
て
お
り
、
左
後
ろ

を
振
り
向
き
、
曲
げ
た
右
腕
を
上
に
あ
げ
、
左
乎
を
前
に
伸
ば
し
、
右
足
を

後
ろ
に
は
ね
て
、
素
足
で
片
足
立
ち
し
て
い
る
。
頭
髪
に
は
ウ
ェ
ー
ブ
が
か

か
り
、
鼻
は
尖
っ
て
い
る
。
上
半
身
は
裸
で
、
下
半
身
は
ス
カ
ー
ト
の
よ
う

な
衣
服
を
ま
と
い
、
腹
の
前
で
結
ん
だ
腰
帯
は
両
端
が
前
の
方
に
た
な
び
い

て
い
る
。
両
肩
に
か
か
っ
た
天
衣
は
後
方
で
大
き
な
輪
を
つ
く
り
、
腕
の
下

か
ら
左
右
に
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
。
杯
の
胡
人
と
は
腰
帯
が
あ
る
こ
と
だ
け

が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
両
側
に
は
楽
人
が
三
入
ず
つ
座
っ
て
楽
器
を
演
奏

し
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
の
手
葡
が
琵
琶
を
弾
く
楽
人
で
、
琵
琶
は
頸
の

曲
が
っ
た
「
曲
項
」
で
あ
る
こ
と
は
、
杯
の
①
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
安
伽
墓
の
胡
舞
は
胡
服
と
ブ
ー
ツ
を
着
用
し
た
姿
で
あ
り
、

天
衣
を
着
け
て
は
い
な
い
。
虞
弘
墓
の
楽
人
は
み
な
座
っ
て
演
奏
し
て
い
る

が
、
安
伽
墓
の
楽
人
た
ち
は
舞
人
の
両
側
に
立
っ
た
ま
ま
楽
器
を
奏
で
て
い

る
。
安
伽
墓
の
そ
れ
は
胡
騰
舞
だ
が
、
虞
弘
誓
の
そ
れ
は
胡
武
舞
に
あ
た
る

と
い
う
説
も
あ
る
〔
陳
評
言
二
〇
〇
三
〕
。
ソ
グ
ド
の
国
ご
と
に
作
法
が
ち

が
っ
て
い
た
り
、
申
国
に
伝
わ
っ
た
の
ち
の
変
異
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
胡
舞
の
中
国
伝
来
に
つ
い
て
張
慶
雲
〔
二
〇
一
〇
〕
は
、
山
西
省
大
同
市

軸
承
廠
遺
祉
か
ら
出
土
し
た
評
言
に
両
手
を
あ
げ
て
踊
る
舞
人
と
琵
琶
を
奏

で
る
楽
人
の
図
像
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
あ
る
い
は
そ
れ

以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
寒
詣
代
に
は
河
南
省
安
陽
市

の
武
平
六
年
（
五
七
五
）
萢
粋
墓
か
ら
出
土
し
た
胡
人
楽
舞
黄
紬
扁
壼
の
よ

う
に
、
陶
磁
器
の
図
像
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
中
国
の
工
人
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
胡
舞
は
五
世
紀
ご
ろ
か
ら

徐
々
に
北
朝
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
稿
で
報
告
し
た
胡
人
獣
紋
杯
は
、
わ
た
し
た
ち
の
調
査
し
た
大
橋
奮
蔵

の
高
足
杯
と
の
比
較
か
ら
、
六
世
紀
中
ご
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
南
朝
の
作
品
と

推
測
し
た
。
そ
こ
に
ソ
グ
ド
に
由
来
す
る
胡
舞
と
「
曲
言
」
琵
琶
の
奏
者
が

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
作
に
ソ
グ
ド
人
が
関
与
し
て
い
た

こ
と
、
さ
ら
に
初
期
の
中
国
響
銅
の
二
系
統
の
う
ち
正
篇
二
元
系
響
銅
と
い

う
新
し
い
技
術
は
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に
移
住
し
て
き
た
ソ
グ
ド
人
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。

　
た
だ
し
、
『
通
典
画
巻
一
四
四
「
楽
四
」
は
、
南
朝
に
は
「
曲
項
」
琵
琶
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一

」

巨

図6　胡面浄瓶

図版6〕

左写真＝正倉院〔正倉院事務所編！976：118〕、右線図：法隆寺〔毛利光俊彦2005

が
な
か
っ
た
と
い
う
説
を
唱
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
梁
史
の
称
す
る
に
、
侯
景
の
簡
文
を
害
す
る
や
、
太
楽
令
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
彰
傷
を
し
て
曲
項
琵
琶
を
齋
た
せ
て
帝
の
飲
む
に
就
か
し
む
、

　
　
と
。
則
ち
南
朝
に
は
曲
項
の
無
き
も
の
の
ご
と
し
。

と
あ
り
、
五
五
一
年
に
侯
景
が
梁
の
簡
文
帝
を
殺
害
し
た
と
き
に
、

は
じ
め
て
「
奎
宿
」
が
演
奏
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
梁
史
に

加
え
ら
れ
た
『
通
典
』
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
「
曲
項
」
の
描

か
れ
た
胡
人
獣
紋
杯
は
そ
れ
以
降
の
製
作
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は

考
古
学
の
判
断
を
優
先
し
て
六
世
紀
中
ご
ろ
と
い
う
大
ま
か
な
年

代
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
4
）
正
倉
院
「
佐
波
理
」
の
源
流

　
正
倉
院
と
法
隆
寺
に
は
、
受
水
口
の
下
に
胡
人
の
顔
を
あ
し
ら

っ
た
「
佐
波
理
」
胡
国
印
瓶
が
一
器
ず
つ
伝
来
し
て
い
る
（
図

6
）
。
両
器
は
王
子
形
水
瓶
に
近
い
倒
卵
形
の
本
体
を
も
つ
が
、

本
稿
図
2
の
7
と
比
べ
る
と
、
胴
の
ふ
く
ら
み
が
大
き
く
、
圏
足

の
ひ
ろ
が
り
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
顎
髭
を
た
く
わ
え
た
胡
人
は

ソ
グ
ド
人
な
ど
イ
ラ
ン
系
の
顔
立
ち
で
、
受
水
口
に
は
蝶
番
で
開

閉
す
る
蓋
が
つ
い
て
い
る
。

　
正
倉
院
南
倉
二
五
の
浄
瓶
〔
正
倉
院
事
務
所
編
一
九
七
六
・
図
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版
＝
八
〕
は
、
蓋
・
身
・
底
板
・
人
面
受
水
口
に
分
け
て
蝋
型
鋳
造
さ
れ
、

胴
部
は
両
は
ば
き
を
用
い
た
挽
き
型
で
削
り
、
胡
面
の
頭
髪
や
髭
は
タ
ガ
ネ

で
刻
ま
れ
た
と
観
察
さ
れ
て
い
る
。
通
高
三
一
・
○
セ
ン
チ
の
高
さ
が
あ
る

の
に
、
重
さ
は
七
六
〇
グ
ラ
ム
と
軽
い
。

　
法
隆
寺
の
三
面
鎖
鋸
を
調
査
し
た
毛
利
光
俊
彦
〔
二
〇
〇
五
〕
は
、
そ
れ

を
洛
陽
市
の
唐
：
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
僧
神
会
墓
の
例
に
先
行
す
る
七
世

紀
前
半
に
位
置
づ
け
、
正
倉
院
の
そ
れ
を
八
世
紀
に
下
げ
て
い
る
。
蛍
光
X

線
分
析
に
よ
る
二
か
所
の
測
定
値
は
〔
村
上
隆
二
〇
〇
五
〕
、
銅
（
釦
）
七

八
～
七
九
％
、
錫
（
n
S
）
二
〇
％
の
二
元
系
響
銅
で
、
微
量
成
分
に
銀

（
9
A
）
一
・
○
％
と
砒
素
（
舶
）
○
・
六
％
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
二
点
の
胡
面
浄
瓶
は
、
そ
の
胡
面
表
現
か
ら
み
て
、
ソ
グ
ド
と
の
関

係
を
強
く
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
七
世
紀
末
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書

に
よ
っ
て
ソ
グ
ド
系
の
「
銅
匠
」
が
唐
の
西
州
高
昌
県
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
は
、
さ
き
に
論
じ
た
と
お
り
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
胡
筆
陣
瓶
が
典
型

的
な
二
元
系
響
銅
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
六
世
紀
に
は
じ
ま
る
響
銅

技
術
が
、
七
～
八
世
紀
に
い
た
っ
て
も
ソ
グ
ド
系
工
人
た
ち
に
よ
っ
て
継
承

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
正
倉
院
「
佐
波

理
」
の
源
流
に
つ
い
て
探
索
す
る
た
め
に
も
、
階
聖
代
の
出
土
銅
器
に
つ
い

て
調
査
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
わ
た
し
た
ち
は
正
倉
院
「
佐
波
理
」
の
源
流
を
求
め
て
考
古
学
と
理
化
学

の
両
面
か
ら
中
国
南
北
朝
時
代
の
響
銅
器
を
調
査
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

洒
域
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
響
銅
に
は
、
迎
接
鉛
三
元
系
合
金
と

銅
錫
二
元
系
合
金
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
ま
ず
四
～
五
世
紀
に
西
方
か
ら
二

元
系
響
銅
の
製
品
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
元
系
響
銅
の
製
作
が
東

晋
・
宋
代
に
は
じ
ま
り
、
後
れ
て
六
世
紀
の
南
朝
に
二
元
系
響
銅
が
普
及
し

て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
二
元
系
響
銅
の
う
ち
、
六
世

紀
中
ご
ろ
の
大
橋
讐
蔵
か
ら
出
土
し
た
高
足
杯
に
は
ソ
グ
ド
に
由
来
す
る
精

細
な
紋
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
六
世
紀
の
響
銅
技
術
は
中
央

ア
ジ
ア
の
ソ
グ
ド
に
由
来
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
唐
代
金
銀
器
の
さ
き
が
け
に

な
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
推
論
を
補
強
す
る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
は
和

泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
が
中
国
響
銅
の
標
本
と
し
て
収
集
し
た
胡
人
獣
紋

杯
と
そ
の
関
連
作
品
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。

　
器
表
面
の
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
と
、
胡
人
獣
紋
杯
は
典
型
的
な
二
元
系

響
銅
の
成
分
で
あ
り
、
器
形
や
製
作
技
法
か
ら
み
て
も
大
橋
讐
蔵
の
響
銅
器

に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
彫
刻
さ
れ
た
図
像
を
仔
細
に

観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
ソ
グ
ド
人
の
特
技
と
す
る
胡
坐
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
響
銅
杯
は
、
唐
代
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金
銀
器
に
先
行
し
て
、
中
国
に
移
住
し
て
い
た
ソ
グ
ド
人
の
強
い
影
響
の
も

と
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
響
銅
の
ほ
か
に
も
、
正
倉
院
に
は
銅
・
亜
鉛
合
金
で
あ
る
黄
銅
製
の
容
器

も
伝
来
し
、
七
四
七
年
の
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
や
同
年
の

『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
拝
流
記
資
財
帳
』
な
ど
に
は
鍮
石
製
の
柄
香
炉
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
源
流
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
い

い
が
た
い
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
盲
代
都
市
タ
キ
シ

ラ
遺
肚
で
発
掘
さ
れ
た
銅
器
に
は
、
①
純
銅
、
②
鉛
を
ふ
く
ま
な
い
青
銅
、

③
鉛
を
ふ
く
む
青
鋼
、
④
黄
銅
（
真
鍮
）
、
⑤
銅
・
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
の
五
種

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
②
が
二
元
系
響
銅
、
④
が
黄
銅
ま
た
は
鍮
石
に
あ
た
っ

て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
ガ
ラ
ス
器
を
は
じ
め
と
す
る
西
域
起
源
の
新
し
い

技
術
が
東
晋
・
南
北
朝
時
代
に
伝
来
し
た
と
考
え
、
中
国
で
の
調
査
に
よ
っ

て
、
そ
の
証
拠
も
つ
か
ん
で
い
る
〔
岡
村
秀
典
ほ
か
二
〇
一
二
〕
。

　
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
調
査
は
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
分
析
数
は
ま

だ
十
分
で
は
な
い
し
、
錺
に
覆
わ
れ
た
銅
器
の
非
破
壊
分
析
の
た
め
、
測
定

値
の
信
頼
性
に
も
不
安
を
ぬ
ぐ
い
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
か
ん
じ

ん
の
ソ
グ
ド
地
方
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
の
出
土
品
に
つ
い
て
は
、
金
銀
器
は
散

発
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
銅
器
に
い
た
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
管
見
に

お
よ
ん
で
い
な
い
し
、
理
化
学
的
な
分
析
デ
ー
タ
に
い
た
っ
て
は
皆
無
に
近

い
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
当
該
期
の
銅
器
に
も
関
心

が
向
け
ら
れ
、
多
角
的
な
分
析
が
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、

せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
稿
の
目
的
は
達
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【
付
記
】
　
本
稿
は
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
中
国
の
初
期
仏
教
寺
院
と

　
そ
の
源
流
に
か
ん
す
る
考
古
学
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
采
の
一
部
で
あ
る
。
和

泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
所
蔵
品
の
講
査
に
際
し
て
は
、
学
芸
員
の
橋
詰
文
之
さ

　
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
佐
波
理
㎏
の
語
源
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
の

　
吉
田
豊
・
稲
葉
穣
・
船
山
徹
さ
ん
、
琵
琶
に
つ
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て
は
ド
イ
ツ
・
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル

　
ク
大
学
の
外
村
中
さ
ん
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
あ

　
ら
わ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
村
秀
典
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟹
川
　
守
　
泉
屋
博
古
館
学
芸
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
佑
介
　
京
都
府
立
大
学
文
学
部
講
師
）
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